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第 2 日 
学術 講演 (9.00~13.00) 見 学 族 行 出発 (14.00) 
第 3 日 (11 月 9 日 ) (月 曜日 ) 
見 学 (詳細 は 総会 当日 会 場 に 告示 し ます 。 癌 , 寺 内 見 学 の 方 は 作業 服 , 履 
FR SLL 


物 を 御用 意 下 さい Ne 
学術 講演 , ABS, 見 学 旅行 は 岩 鉱 学会 , PARMWEAWUIA AAR UME SS 


共催 で 行い ます 。 
誌 総 目 録 (1 へ ~42 巻 ) 刊行 


業 の 一 つと し て 創刊 号 よ り の 総 目 録 を 刊行 致し ます 。 
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ら な いと , 会 誌 


第 43 巻 第 5 号 EG or by ok RSE A SE 1959 年 10 月 1 日 


型 ラ ム ス デ ル 鉱 の 加熱 変 加 に つい て * 
Thermal study on some y type ramsdellites 
fl Fe wR # (Kokichi Okada)** 


Abstract : Manganese dioxide mineral from the Iwasaki mine was 
examined by means of X-ray powder method and D.T.A, and the follo- 
wing results were obtained. 

(1) The X-ray pattens are similar to Cole’s y-MnO,I. Accordingly, the 
manganese mineral from the Iwasaki mine is defined to y type ramsdellite. 

(2) The D.T.A. curve of y type ramsdellite consist of three peaks 
which are accompanied with exothermic peak at 370°C, and endothermic 
peaks at 600 and 980°C. The exothermic peak is phase change from 
y-MnO,I1 to f-MnO,, two endothermic peak are reduction of 6-Mn,—> 
Mn,0, and Mn,0,-—-Mn,0,. 

(3) A y type ramsdellite is spreaded distribution in Japan, and 
some examples were given. 


1. #€ 
AAO BG v HY BULGER VY AV GB LU By TY GRE Mc SY, 
その 録 物 内 容 に は 多く の 疑問 を 残し , 詳細 な 鉱物 学 的 検討 が 期待 され て いた 。 天然 に 産 す 
る 二酸化 マン ガン 鉄 は パイ ロ ル ー ス 鉄 ,) クリ プ ト メ レー ジン 多 (一般 に は 数 6% の アル カリ を 
含ん で いる ), ラム ス デ ル 鉄 お よび バー ネス 鉄 が ある 。 パ イロ ルー ス 鉄 お よび クリ プ ト メ 
レー ン 鉄 は 普遍 的 に 産出 する 鉄 物 で ある が の , ラム ス デ ル 鉄 の 産出 は 非常 に 稀 で あつ て , 
U. S. New Mexico の Lake Valley の 他 二 , 三 の 産 地 を 数 える に すぎ な いり 。 AH 
PEF LAF NV GRAAL Es BEM AT S—PIE MAW CHEM. LOLAMDF 
LAF VEO EERED DO OVIRTS YMA LAF VMI FAAF VERO PEM A Ti CB 


Oi 


* 東北 大 学 選 鉄 針 錬 研究 所 報告 , 第 310 > 

** RAAF EAR tM 

1) PRES - BORK: 日 本 鉄 物 誌 > 上巻, 222~225, 1947. 

2) 例え ば 南部 松 夫 : 北上 山地 の 二 , 三 の マ ン ガ ン 鉄 山 調査 報告 , 岩手 県 , ユー 
37, 1959. 

3) Fleisher, M, and Richmond, W.E. : Econ, Geol, 38, 269~286, 
1943. 

4) 針谷 8B: gp, 3, 565~591, 1958. 
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る に も か ょ わら ず マ ン デ ガン 鉄 床 雷 頭 に 広く 分 布 す る Do 7-Mn Op を 7V7 PAV YOK 
結晶 度 の も の に 比較 する も の も お り , 未だ 性 状 に 不明 の 点 が 残さ れ て いる 。 

筆者 は 従来 不明 の ま ゝ に 残さ れ て いた な た 東北 地方 産 二酸化 マン ガ Y PEO SRA & RAT 
じ た だ 結果 Y BF LAF VR 普遍 的 に 分 布 し て いる こと FMM じじ か じ な が か がら 
HS DAF NVPOD 61k SHR TIAL DBL Ie 類似 の 化学 組成 を 示す 他 の 二酸化 マン 
Gv oki CBI RAL CMT SDK, 単独 の 試料 を 得 上 難く, 7 BZ LAF NMED 
DO X 線 廻 折線 お よび D.T.A 曲線 を 示す 試料 を 得る こと が 困難 で あつ た 。 本 邦 産 
HF LAF VPICOW TASS 岩手 県 川井 鉄山 , 愛媛 県 辻 中 鉱山 や お よび 松野 四郎 が 報 
告 し た 丹波 寺山 深 見山, 滋賀 県 東 黒 田 , 京都 府 宇治 等 や Ov Hv GR) の 記載 が あ 
Bo し か し な が ら , 7 BILAAF NRO X 線 廻 折線 お よび D.T.A に つい て は FESS 7. 
検討 が 加え られ て いな い 。 

筆者 は 青森 県 岩崎 鉄山 産 マ ン ガ ン 鉄 石 中 か ら , WEN 7 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の みか ら な る 試 
料 を 得る こと が で きた 。 二酸化 マン ガ ン 釣 の 録 物 組成 の 検討 が 望ま れ て いる 今日, AAY 
YY BRIE ATS 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の X BM, 熱 的 性 質 を 明らか に する こ と 
は 意義 ある こと ゝ 考え られ る 。 

岩崎 鉱山 産 Y¥ 型 ラ ム ス デ ル 鉄 に つい て X 線 的 , PAYA EIT, か つ 東北 地方 に 産 
する 他 の 二 , HOY 型 ラ ム ス デ ル 鉄 に つい て 検討 を 加え た の で , 結果 の 概要 を 報告 する 。 

2 2 BR HR A 

Sider Nt BARREN EIGN IC OT, MRLRCRT SRR SR hc WE 
FOCYAYBRRCHS%. AGRE TY Hy MMI 4 oV—- AK, TYVTPAV—V 
Gh, 水 マ ッ ガ ン 鉄 お よび 7 型 ラ ム ス デ ル 鉄 か ら な る 。 

マン ガン 欲 物 の それ ぞ れ を 肉眼 的 に 識別 する こと は 困難 で ある 。 岩 崎 鉄 山 産 》 型 ラ ム 
ス デ ル 鉄 は 塊状 , RE, 条 痕 色 は 帯 神 黒 色 で 鉱石 表面 は 帯 福 黒 色 の 粉 状 鉄 と な つて いる 。 

AGE FCA CHS 反射 頭 徴 鏡 下 の 性 質 は パイ ロ ル ー ス 鉄 に 類似 し , 研 魔 
は 良好 で , 極 く 微量 の 水 マ ン ガ ン 鉄 を 包 有 し て いる 。 

実験 に 使用 し た 試料 は 塊状 堅 硬 で 不純 物 を 混 え な い 部 分 で ある 。 

3. X 線 廻 折 線 
X 線 廻 折 は MARSH LO. 撮影 条件 は 討 陰極 Fe, フィ イル ター : な し , 電 


1) Mcmurdie, H. F. and Golovato E. : J. Res. Nat. Bur. Stand., 
41, 589~600, 1948. 

2) 南部 松 夫 ・ 岡 田 広吉 : Gk, 43, 108, 1959. 

3) _ 北 飼 保 郎 ・ 西 村 新 一 ・ 前 田 香 : Gh, 2, 431~446, 1956. 

A) 松野 四郎 : 工 化 , 44, 621 へ 624, 909~912, 1941; 46, 605~607, 836 
~838, 1943; Bib, 11, 315~320, 1943. 

5) #AMEPOU RBA v 27 GK (psilomelane) の 鉱物 名 で 報告 し て いる が , Bev 
ガン 人 録 を KX 線 的 に y-Mn O。 に 限定 し て いる 。 現在 , “psilomelane” は Ba Mn 
Mng Og (OH), の 化学 組成 の 鉄 物 に 限 つ て 用 いら れ て いる か ら , 銚 物 名 の 混乱 は 
当時 と し て は 正 む を 得 な い 。 本 邦 産 psilomelane は 筆者 等 に より 始め て 岩手 県 野田 
玉川 鉄山 か ら 見 出さ れ K 線 的 に 同定 し た (南部 松 夫 ・ 岡 田 広吉 : 鉱物 学会 講演 , 
1959 年 6 月 )。 

6) 青森 県 : 青森 県 の 地下 次 源 , 42, 1954. 
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FE: 30KV, Byi: 6mA, we 7-4: 30.25mm で ある 。 面 間 隔 の 測定 に 際 し て 
は 同時 に 撮影 し た 黄 鉄 鉱 で 測定 値 を 補正 し た 。 

岩崎 鉱山 産 Y MA LOAF VEO X 線 粉末 写真 を 第 2 図 -1 に , 面 間 隔 お よび 比較 強度 
を 第 1 表 に 掲げ る 。 第 1 表 に は 比較 の た め に Cole, Wadsley HEU Walkley) Ox 
告 し た y-MnO, お よび y-MnO, I の X 線 廻 折線 を 並 記し た 。 


第 1 表 > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の XX 線 事 折線 


4> A) 
岩 崎 KO < 
y-Mn O, y-Mn O,I 

d (A) I d (A) | I | 4 (A) I 
3.99 m(brd) | - 4:02 | ~ (d) 3.94 s 
2.74 vvw 
2.57 Vw 2.53 vvw 2.57 w 
2.44 m 2.41 m 2,41 m 
2.35 Ww 2.35 vw 
2.13 Ss 2.10 ms 2.11 ms 
1.63 Ss: (bs d) 1.62 vs 1.62 vs 
1.49 vvw 
1.43 w 1.41 vw 
1.37 vw 1.38 w 1537 vw 

25 vvw 


Cole, Wadsley お よび Walkley は 化学 的 方 法 で 種々 の 二酸化 マン ガン を 調 針 し , y- 
MnO, を X 線 的 に y-MnO,, y-MnO。1 お よび y-MnOgII に 区 別 し た 。 y-MnO。 と 
y-MnO。I は 第 1 表 に 示し た よう に 2.33 A お よび 1.41 A の ROAM LOT 
区 別 し , 何れ も ラム ス デ ル 鉄 の 低 結 晶 度 の も の で ある と 結論 し た 。 

岩崎 鉄山 産 y WM AILAF AGS 2 図 お よび 第 1 表 か ら 上 明らか な よう に , 拡散 し た 
廻 折線 を 与え て 結晶 度 が 低い こと を 示し , BA, 比較 強度 と も に Cole 等 の y-MnO, 
I に 一 致す る 。 す な わ ち , 岩崎 鉱山 産 y 型 ラ ム ァ ス デル His KX 線 的 に y-MnO。I WZ 
ム ス デ ル 釣 に 極め て 類似 する も の で ある 。 た さく, 3.99A の 廻 折線 に 多少 の 差異 が ある の 
は 和 廻 折線 の 拡散 に 原因 する も の で ある 。 

Ah, 2 BD 

D.T.A は —200 mesh の 試料 を 0.5gr Avr, 10 °c/min OFIBRCHOR, 実験 
結果 を 第 1 図 -A に 示す 。 

本 図 か ら 370°C 附近 の 丘陵 状 発熱 ピー ク , 600 お よび 980°C の 吸熱 ピー ク の 3 ve 
—7 BARRA 認め られ る 。 これ ら ビー ク の 熱 反 応 を 有明 か に する 目的 で 各 ビ ピーク 前 後 の 


1) Cole, W.F., Wadsley, A. D. and Walkley, A. : Trans. Electro- 
chem. Soc., 92, 133~158, 1947. 
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第 1 ユ 図 vy BILAFARO D.T,A 曲線 


A 
FE 
& 
wR 
と ba 
i 200 400 600 "800 . 1000 


Mm RM (°c) 


A : J3IGGKIUPE y 型 ラ ム ス デ ル 鉄 , 
B: 同上 550°C, Shr 加熱 後 の ペ イロ ルー ヌス 録 


350, 550. 700 お よび 1000°C の 名 温度 まで D.T.A を 行 つ た 試料 を X 線 的 に 検討 
Lito CC HER, 350°C FC D.T.A ¥¥FO7 OU Y-MnOgI, 550°C ¥4D4O 
は B-MnO,g (484 uX— AG), 700°C まで の も の は e-Mn。O。 (U7 ALG), 1000 
°C まで の も の は MngOy (ハウ スマ ン 鉱 ) で あつ た 。 すなわち 370°C MEORBRE 
Re — 71k y-Mn Og 1 エ っ 8-MnO。 の 相 転 移 . 600 お よび 980°C の 吸熱 ピー ク は それ ぞ 
れ 8A-MnO。 っ ca-MnzOs, ce-Mn。O0s っ >Mn。gO4 の 脱 酸素 反応 に 原因 する こと が 判明 し た 。 

FLAF NGO D.T.A お よび 加熱 変化 に つい て は 既に 二 ・ 三 の 報告 が ぶ あ る 。 す な わ 
% Kulp お よび Perfetti) は 500°C の 丘陵 状 発熱 ピー ク で ラム ス デ ル 鉄 か ら パ イロ ル 
ー ス 鉱 へ 相 変 化 を な し , Mc Murdie お ょ び Golovato® は 同様 の 結論 を 得 た 後 , さら 
WA LAFNUGD 加熱 で 生成 し た パイ ロ ル ー ス 鉱 の ビク ス ビ 鉄 へ の 移行 温度 は 天然 産 パ 
イロ ルー ス 鉄 より 低温 の 600°C で ある こと を 附け 加え た 。 また Fleisher HEU 
Richmond は 低温 の 300C で パイ ロ ル ー ス 鉱 へ 移行 する こと を 報告 し て いる 。 

一 方 >-Mn Og の 加熱 変化 は 松 四 四郎 23 RARER v Wy gk (yY-MnO, 1) を 360 
°C で 300hr 加熱 し て パイ ロ ル ー ス 鉄 を 得 , Cole, Wadslry お よび Walkley®) jx Ac 
y-Mn Og を 空気 中 で 450°C, 24hr OPAC 4 a V—AGk, y-MnOg] を 同様 の 加熱 
条件 で パイ ロ ル ー ス 鉄 + ビ クス ピ ビ 鉄 に 変化 する こと を 認め , LAME AT >-MnO。 
を 電気 万 中 で 450°C, 2hr MALT 4 OV —-AGABAF SIL ERALK 

土 述 の よう に ラム ス デ ル 鉄 お よび y-Mn Og は 300~500°C で パイ ロ ル ー ス 讐 へ 相 変 


1) Kulp, J.L. and Perfetti, J.N. : Min. Mag 29, 239~251, 1950. 
2) Mc Murdie, H.F. and Golovato, E. : 前 出 ) 1948. 

3) Fleisher, M. aud Richmond, W.E. : 前 出 , 1943. 

4) 松野 四郎 : 前 出 ) 1943, 1949. 

5) Cole, W.F., Wadsley, A.D. and Walkley, A. : 前 出 , 1947. 

6) KR Ye: Blt, 25, 486~488, 1957. 


Dr 究 報 文 233 


化 を する が , 筆者 の 実験 結果 る も 全く 同様 で ある 。 要する に ラム ス デ ル 鉄 お よび 7-MnO。 
は 天然 の 状態 で 不安 定 な 鉱物 相 で ある の で , 加熱 に よ つ て 相 変 化 が 可能 に な る と 二酸化 マ 
ン ガ ン 久 中 で 最も 安定 な 鉱物 想 の パイ ロ ル ー ス 鉄 へ 容易 に 転移 する る も の で ある ろう 3。 

筆者 は さら に 7-MnO。I っ 8-MnO。 © D.T.A に よる 相 談 化 を 吟味 する た め に 次 の 
実験 を 行 つ た 。 すなわち D.T.A と 同 試料 を 用 い , D.T.A で y-Mn O。 I>8-Mn O。 
の 相 変 化 が 完全 に 行わ れる 550°C の 温度 で Shr 電気 訪中 に 保ち も , 冷却 後 の X 線 粉 末 
写真 と 同 試料 を 用 いた D.T.A CHALBO 4 UN —AGERMNL Ro 加熱 後 の XX 線 
粉末 写真 を 第 2 図 , X 線 廻 折線 を 第 2 表 , D.T.A 曲線 を 第 1 図 BB に 示す 。 比較 の 
た め に 青森 県 早瀬 野 鉄山 産 パ イロ ルー ス 鉄 の X 線 写 真 を 第 2 図 -3, D.T.A 曲線 を 第 
3BJ-E, Harcourt) の 示し た パイ ロ ル ー ス 鉱 の X 線 廻 折線 を 第 2 表 に 夫々 並 記 し た 。 


2-2, 3 お よび 第 2 表 


か ら 明らか な よう に , > 型 ラ 第 2 表 yy WILAF AGE 550°C, Shr 
LAF NEDO MBI kL ZB 加熱 後 の X PRAT RK 
{GC AML 4 OV — ASK 550°C, Shr fn RAaM— AY 
は 天然 産 パ イロ ルー ス ; 
SN te d (A) I d (kX) I 
x 線 的 に は 一 致す る 。 Cre 
— ’ r 3.44 1.0 
NN EO 3.06 m(d) | 3-11 10.0 
-—AED X 線 粉 末 写 真 を 詳 2.68 w 2.65 0.5 
細 に 検討 する と 天然 産 パ イロ 23° : aoe ae 
ルー ス BKE VY Barrie 不鮮明 で 2.10 m 2.11 3.0 
* 1.97 1.0 
拡散 し た 廻 折線 を 与え て い 1.795 1.0 
。 1.61 s 1.625 6.0 
oe RO 1.56 w (d) 1.560 2.0 
ルー ス GED D.T.A 曲線 は 1.43 w 1.435 2.0 
2 . ; 1.38 vw (d) 1.395 0.2 
YB FAAS GD 370°C 1.20 m (d) 1.305 2.0 
の 発熱 ピー ク は WAL CF 1.05 m (b, d) 1.045 1.0 
と な る が , 他方 2 つの 吸熱 で ae YD 


ー ク の 温度, 型 , 振幅 等 に は 
加熱 前 後に お いて 殆 ん ど 変 化 が 認め ち れ な い 。 

D.T.A 曲線 の ピー ク 温 度 は 試料 の 粒度 に よ つ て 影響 され る こと が 大 きい が "9, KER 
の 試料 粒度 は 同一 で ある か ら , 天然 産 パ イロ ルー ス 鉄 と 加熱 生成 物 の パイ ロ ル ー ス 鉱 の 
a-Mn,O3 へ の 移行 温度 の 相違 は MEOW Lt BA SNR. 従 つ て この 移行 温度 の 
差異 は 型 ラ ム ス デ ル 鉄 が 低 結 品 度 で 微細 で ある の で , 加熱 に よ つ て 安定 相 の パイ ロ ル 
ー ス 人 鉱 へ 移行 し た 後 で も , な お 第 2 図 に 明らか な よう に 天然 産 パ イロ ルー ス 鉱 より 結 品 度 
が 劣 つ て いる こと に 起因 する も の で あろ 3 う 。 如 熱 時 間 の 影 絡 に つい て は 今回 は ふれ な い 。 

5. 混合 試料 に よる 示 差 熱 分 析 


一 般 に マン ガン 釣 床 露頭 附近 の マン ガン 録 物 は 数 種 の 二酸化 マン ガン 鉱 (主として パイ 
U—-ABK, TIS PAV —VYGL 》 型 ラ ム ス デ ル 鉄 ) か ら な り , これ に 多少 の 針 鉄 鉄 を 


1) Harcourt, G.A., : Am. Min, 27, 63~113, 1942. 
2) 南部 松 夫 : HbA ote, 11, 35~66, 1955. 
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第 2 図 yMILAFVGEBLUN 14 UN-AROD X MOKFR 


1 : SKI y BS LAF AGL, 2: 同上 550°C, Shr 
加熱 後 の ペ イロ ルー ス 鉄 , 3 : 早瀬 野 鉄 山 産 パ イロ ルー ス 鉄 


第 3 図 > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 一 ペイ ロ ル ー ス 鉄 混合 物 の D.T.A 曲線 
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随伴 し て いる の が 普通 で ある 。 二 酸化 マン ガ ン 鍼 物 を 肉眼 的 に ARGIT SO LILFBA EAR 
可能 で ある が , パイ ロ ル ー ス 鉄 お よび クリ プ ト メ レー ン 鉄 は 結晶 度 ボ 高い か ら X 線 的 に 
確認 する こと は 容易 で ある 。 し か し な が ら 7 MIL AF Voit 前 述 の よ うに 結 品 度 が 低 
く , X 線 粉 末 写 真 は 不鮮明 で 拡散 し て いる か ら 他 の 二酸化 マン ン ガ 鉱物 と 混在 し て いる 
場合 に は 見 落 さ れる 恐れ が 大 きい 。 ま た この 二酸化 マン ガン 鉄 に 伴う 針 鉄 人 録 は 概して HE 
上 品 度 が 低く , か つ 量 が 多く な る と 品位 に 影 絡 を 与え る の で 無視 で き な い 。 

この よう な 見 地 か ら y 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と パイ ロ ル ー ス 鉱 お よび 針 鉄 鉄 と の 量 比 を 異 に 
する 混合 試料 に つい て D.T.A を 行い , ピー ク の 変化 を 考察 し た 。 混合 量 比 は 重量 比 で 
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75: 25, 50: 50, 25: 75 の 3 種類 で ある 。 な お クリ プ ト メ レン に つい て は 別に 報告 
の 予定 で ある の で 和 省略 する 。 
A. ¥- 型 ラ ム ス デ ル 鉄 一 ペイ ロ ル ー ス 釣 

実験 に 用 いた パイ ロ ル ー ス 鉄 は 早瀬 野 鉄 山 産 の も の で 水 マ ン ガ ン 鉱 の 仮 像 を な し , X 
BRT (第 2 図 3), D.T.A 曲線 (第 3 図 E) 共に 典型 的 な ペイ ロ ル ー ス 人 鍼 で ある 。 

実験 結果 を 第 3 図 に 示し た 。 7 型 ラム ス デ ル 鉄 の 370°C の 発熱 ピーク は パイ ロ ル ー 
ABOVE EOI CARE L RO, > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の 600oC お よび ペイ ロ ル ー ス 
BD 650°C の 吸熱 ピー ク は 混合 比 に 比例 し て 振幅 を 増減 し , DROS CY RECS 
Bo 両者 の 980°C の 吸熱 ピー ク に は 混合 比 の 変化 に よる 異動 は 認め られ な い 。 

第 3 図 か ら 両 者 が 混合 する 場合 に は D..A 曲線 の 600, 650°C OMB —7 OF 
化 に よ つ て 両者 の 量 比 を 定性 的 に 識別 する こと が 可能 で ある と 言え る 。 

B. > 型 ラ ム ス デ ル 録 一 針 鉄 録 

針 鉄 鉄 は パイ ロ ル ー ス 鉄 と 同様 に 早瀬 野 鉄 山 産 の も の を 使用 し た 。 供 試 針 鉄 鉄 の X 線 
廻 折線 は 従来 の デー タ に 一 致し , D.T.A 曲線 は 第 4 SE に 示し た よ ょ うに 350°C OM 
Be —-T7RBAL, 比較 的 結晶 度 の 高い も の に 属す る D。 

実験 結果 を 第 4 図 に また 第 4 図 B,C,D の D.T.A 後 の X 線 粉末 写真 を 第 5 
図 に 示し た 。 本 図 か ら 両 者 の 混合 比 そ に よ つ て 各 ピ ー ク の 振幅 が 増減 する こと 以外 に Stee 
PROPANE EDT >- BAILAF NED 600 お ょ び 980°C の 吸熱 ピー ク の 形 が 非対称 
か ら 次 第 に 対称 性 を 増し , さら に 980°C の 吸熱 ピー ク 温 度 ボ が 閉 る し く 低 温 側 へ 移行 する 
Ct MER SNS. 如 府 後 の X 線 写 真 は 両者 の 混合 比 そ に よ つ て ハウ スマ ン 録 , PRB 
LU BRE” の 生成 量 を 増減 し て いる こと が 明 有 瞳 で ぁ つ て , 加熱 後に は この 磁 鉄 鉄 の 存 
在 に よ つ て 強 磁性 を 示す 。 又 針 鉄 鉄 の 吸熱 ピー ク は y 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と 共生 する 水 マ ン 
ガン 鉄 の 吸熱 ピー ク に 殆 ん ど 一 致す る PAVE BIRO BF IRAMGPLIU DES VW VY GEKA) 。 

YB FRAF NED 600°C の 吸熱 ピー ク が 針 鉄 鉱 の 混合 量 の 増加 に 比例 し て 次 第 に 
対称 性 を 増し て 来る 原因 と し て は , 針 鉄 鉱 の 脱水 に よる 容積 減少 , ZORRO, G+PRGK 
後 の 赤 鉄鉱 が 中 性 物質 と し て 作用 する 等 の 理由 で , YW AARAF VGKOARIN ne 
生じ た も の と 考え られ る 。 900°C 附近 で は 赤 鉄 鉄 は 約 1596 DET ALG, ビク スピ 
SKIL KI 50% の 赤 鉄 鉄 を それ ぞ れ 固 深 し 得る か ら , YMA LAF VER ET AEGAN 
全 に 移行 する 650°C か ら , 加熱 温度 に 比例 し て ビク スピ ビ 鉱 と 赤 鉄 鉄 問 の 固 深 作用 は 著 
る し くく 進 行 す る で あろ 3 © 

ビク スピ ビ 鉄 か ら ハ ウス マン 鉄 へ の 移行 温度 の 低下 は , U7 AC GRC 固 深 さ れる 赤 鉄 鉱 
の 量 に 関係 する も の と 考え られ る 。 ビク スピ ビ 鉄 か ら ハ ウス マン 鉄 へ 移行 する 場合 , ハウ ス 
マン 鉄 に 固 深 され る FesO4』 は 最大 996 と 云わ れ て いる か ら , ETAUGIZMABRANT 


1) 南部 松 夫 : AH, 1955. 

2) Fe;0,—Mn,O,4 ok Cis MngO4』: 91 へ 549% は 固 深 体 を 形成 し な い が , 
Mn,0, : 919% 以上 を ハウ スマ ン 鉄 , 10 へ ~5496 を ャ コブ ス 鉄 , 1096 LIK FREE 
と 名 付け る 。 (Hook, H. J. and Keith, M. L. : Am, Min. 43, 69~83, 
1954), Fes04,-Mn;0, AgNO MnsO』: 0~54% で は 格子 常 数 が 連続 的 に 変化 
する か ら , 格子 常 数 を 測定 する こと に よ ょ つて Mn。O。』 の 量 を 推定 する こと が で きる 。 
し か し な が ら 本 実験 で は この 点 を 問題 と し な いか ら 便 宜 的 に 磁 鉄 鉱 と し て 述べ る 。 
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AM yy WALAFNVGK-HRGBGMOD D.T.A 曲線 


A 
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© 4, 
ft 
D 
(2 
pe See at Ee 
200 400 , 600 800 1000 
ee A GE) 
A B (S D E 
vy HF RAF VBE 100 75 50 25 0 
ot at gt 0 2 50 75 100 
BSR y MILAF AVS (R)— いた 過剰 な Fe.O3 は U7 AEGBAY AK 
針 鉄 鉱 (G) 混合 物 の D.T.A マン 人 鉱 へ 移行 する と 同時 に REGRGK EE ART 


BO X 線 粉 末 写 真 る で あろ う 。 こ の よう な 考え は 加熱 後 の X 
CC WER ORRIC KOTO) MANS 
Y BA LAS NB -BRR, y HABA 
デル 鉱 一 水 マ ッ ン ガ ン 鉄 の FAB D 5 7 SSK 
石 は 普通 に 見 られ る 。 こ の よう な 組合 せ か 
5ASZRAD X HMR BE D.T.A 
Pe _ Vk, 前 述 の よう に KV VY HV SKE SHRED 
js R75) 3 G25) 2) R500) G50 RAE —-7MRAUTSI“L, VYMFLASF 
See RS RE NVSKESPRGRIE L C 低 結晶 度 で ある こと 
が 多い 等 の 理由 で , X 線 和 廻 折 或 は D.T.A 
の 何れ か 一 方 の み で は 上 記 組 合せ の 鉱物 組成 の 判別 は 困難 で ある 。 本 実験 で 明らか に さ 
れ た よう に , Y 型 ラム ス デ ル 鉄 に 針 鉄 鉄 を あぁ る 程度 混合 し て いる 場合 に は , D.T.A oh 
線 の 吸熱 ビ ピーク と D.T.A 後 の 加熱 産物 に 磁 鉄 鉄 を 生成 する か ら , これ に ょ っ つて SHR 
の 混合 の 有無 を 識別 する こと が 可能 で ある 。 こ の よう な 関係 は パイ ロ ル ー ス 多 と 水 マ ン 
ガン 鉱 あ る い は 針 鉄 鉄 が 共生 する 場合 の D.T.A 曲線 に お いて る も 全く 同様 で ある 。 


6. 天然 に お ける y 型 ラ ム ス デ ル 鉱 の 産出 
前 述 の よう に , > 型 ラ ム ス デ ル 鉱 は ABO Vv AY GRIT 比較 的 普通 に 産 す る 鉱物 で あ 
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る が , CACM T BIO L ORES AME TH BL 化学 組成 が 極め て 類似 す 
る 銚 物 と 共生 する こと , 結晶 形 を 示す こと が な いこ と ; MERE CHORD CH SOC 
光学 的 測定 が 困難 で あぁ る こと 等 の 理由 か ら , 不明 の ます ゝ に 残さ れ て いた 鉄 物 の 一 つ で あつ 
た が , 本 実験 の 結果 , 》 MILAF ABMS 共生 する 類似 の 化学 組成 の 欲 物 と は X BIG 
fie D.T.A を 併用 する こと で 識別 が 可能 で ある こと が 明らか に な つ な た 。 

次 に 東北 地方 の 他 の マン ガン 鉄 石 の D.T.A で 鉄 物 組成 が 判別 され た 二 ・ 三 の 例 を 第 
6 図 に 掲げ る 。 


第 6 図 天然 産 》 型 ラム ス デ ル 鉄 の D.T.A 曲線 
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A. y HILAF AIG (第 6 図 A) 
BPRS HERE, 塊状 均質 で , 粉末 の 色 は AME TH So NM PUTO 
は > 型 ラム ス デ ル 鉄 に 一 致し , D.T.A 曲線 は 岩崎 鉄山 産 》 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と 全く 同様 
で ある 。 北部 北上 山地 の マン ガン 鈴 床 た 最 る 普通 に 産 す る 鉱物 の 一 つ で ある 。 
B. »y» 型 ラム ス デ ル 鉄 一 = イロ ルー ス 鉄 (第 6 図 B) 
岩手 県 高峰 鉄山 産 BAP ROWKE CHALE, 均質 で ある 。 X 線 廻 折線 は パイ 
ロ ル ー ス 鉄 と クリ プ ト メ レー ン 鉄 の 混合 で あつ た が , D.T.A 曲線 の 600°C の 吸熱 ピー 
ク の 存在 は 線 的 に 不明 で あつ た y 型 ラム ス デ ル 鉄 を 相当 量 含ん で いる こと を 示す 。 
840°C の 吸熱 ピー ク は クリ プ ト メ レー ン 鉄 に よる も の で ある 。 
C. >y 型 ラム ス デ ル 鉱 一 針 鉄 鉄 (第 6 図 C) 
福島 県 山 都 鉄山 産 両 鉄 物 が 混合 し て 黒褐色 粉 状 を な し , か つ 結 晶 度 が 低い の で X 線 
廻 折線 か ら 両 者 を 確認 する こと は 困難 で ぁ つ た 。 D.T.A 曲線 の 両 鉄 物 に 特徴 的 な 吸熱 セ 
ー ク と 加熱 後に 磁性 鈴 物 を 生成 し て いる こと か ら 針 鉄鉱 の 存在 が 推定 され る 。 
D y HILAF AV HOKke HV HK (第 6 図 D) 
BERANE 黒色 塊状 で , D.T.A 曲線 の 970°C の 吸熱 ピー ク か ら は 水 マ ン ガ 
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ン 鉄 と 針 鉄 鉄 の 区 別 は で き な い が , X 線 廻 折線 と D.T.A 後に 磁性 鉄 物 を 生成 し な いこ 
と か ら 水 マン ガン 鉄 と 》 型 ラム ス デ ル 鉄 の 混合 で ある こと を 示す 。 


7. fe 括 


青森 県 岩崎 鉄山 産 》 MILAF AIRE X 線 廻 折線 お よび D.T.A で 検討 し , また 
人 工 混 合 試 料 に つい て D.T.A を 行 つ て 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) 岩 崎 鉱山 産 y 型 ラム ス デ ル 鉄 の X 線 廻 折線 は Cole 他 の 報告 し た y-MnO。 I 
に 一 致す る 。 従 つ て 同 銚 は 〉 型 ラム ス デ ル 鉄 と 云う こと が で きる 。 こ の 7 型 ラ ム ス デ ル 
鉱 は 本 邦 の マン ガン 鉱床 に 最も 普通 に 産 す る 二酸化 マン ガン 鉱物 の 一 つ で ある 。 

(2) y BM AFLAF NSO D.T.A 曲線 は 370°C に 丘陵 状 発熱 ビ ピーク , 600 お よび 
980°C に 頭 著 な 吸熱 ピー ク が ある 。 は じ ふ め の 発熱 ビー ク は 相 変 化 (y-MnO。 I っ 8-Mn 
O。), 2 つの 吸熱 ピー ク は 脱 酸 素 反 応 (MnO。->Mn。0。+0 Mn20g っ MngO4+0) に よる 
も の で ある 。 

(3) D.T.A で > ヶ jy 型 ラ ム ス デ ル 鉄 が A-MnO。 に 完全 に 移行 する 550°C の 温度 で 
Shr 保つ た 後 の 試料 の D.T.A 曲線 は y 型 ラム ス デ ル 鉄 に 特徴 的 な 870°C の 発熱 で 
ー ク は 消去 され る が , 600°C の 吸 熟 ピー ク に は 全く 変化 が 認め らち られ な い 。 7 型 ラ ム ス デ 
ル 銚 は 結晶 度 が 低く , か つ 結 唱 粒 が 極め て 微細 で あぁ る の で , 短 時 間 の 加熱 で パイ ロ ル ー ス 
鉄 へ 相 変 化し た 後 も 結晶 が 微少 で ある こと に 原因 する と 考え られ る 。 従 つ て 7y 型 ラム ス 
デル 鉄 と パイ ロ ル ー ス 鉄 の 区 別 は X 線 廻 折線 に よる こと 以外 に , D.T.A 曲線 の 特徴 的 
な 吸熱 ピー ク 温 度 に よ つ て も 可能 で ある 。 

(4) > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 と パイ ロ ル ー ス 鉄 の 人 工 混 合 試料 に よる D.T.A 曲線 に お い 
て は , 混合 量 比 に そそ れ ぞ れ の ビー ク の 振幅 が 比例 する 。 同様 に 〉 型 LAF VBE StH 
鉄 の 場合 に は 混合 量 比 < ビー ク の 振幅 が 比例 する こと は 勿論 で ある が , さら に ビー ク の 有形 
と 温度 が 変化 する 。 ま た > 型 ラ ム ス デ ル 讐 と 針 鉄 鉄 の 混合 試料 の D.T. A 後 の 産 物 は ハ 
VAVY GBA, 赤 鉄 鉄 お よび 磁 鉄 鉄 で あぁ つて, この 磁 鉄 鉄 に よ つ て 強 磁性 を 示す 。 

(5) 東北 地方 の マン ガン 鉄 床 より 産 す る 二 ・ 三 の > HIRLAF AGO D.T.A 曲線 
を 示し た が , 本 実験 か ら 》 型 ラム ス デ ル 人 鉱 の 同定 に は X MMe D.T.A を 併用 する 
必要 が ある こと を 知 つ た 。 

(6⑥) >y 型 ラム ス デ ル 鉄 は ATS wv Hv GRRE 普通 的 に 産出 する 二酸化 マン ガン 鉄 の 
ー つ で あつ て , 古く VV AY RLMRAN?: 録 物 の 一 部 は 本 鉄 に 属す る こと を 明らか に 
Ce 


本 研究 の 機会 を 与え られ 懇切 な 御 指導 を 賜 つ た HALA EER お よび 多数 
OTT VN EES SH, か つ 終 始 有 有益 な 御 教示 , 御 指導 を 賜 つ た 東北 大 学 選鉱 鑑 錬 
研究 所 南部 松 夫 助 謝 授 に 対し 感 調 の 意 を 表す る 。 
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北海 道 発足 鉱山 に 於 ける 母 岩 の 変 質 作用 * 


The alteration of the wall rocks along vein deposits 
in the Hattari Mine, Hokkaido 


阿 部 42 (Hirosi Abe) ** 


te Skee 

ACHE IE a A ABE JE PKS 7G BOAR IBC RIGS ZEB PER TSLEGK RG, SRR EE 
は 鉱脈 を 中 心 と し て RASH E A ELT SAKA EERO CWS. TEMBER 
に 於 ける 母 岩 の 変質 作用 に 関し て は 例え ば , 最近 で は Tooker, E.W.) 等 の 研究 が あ 
る が , 等 者 は 当 鉄 床 の 母 岩 を な す 花 向 岩 質 岩 類 の 主として potassium alteration に つ 
いて その 生成 機構 を 追求 する 目的 で , 2, 3 の 実験 的 考察 を 試み た の で 報告 する 。 

2. 放 地質 及び RT KR 

当 鉱床 は 国富 鉄山 の 西北 方 約 17km, 岩内 郡 発 足 村 字 ビシ ャ ム ナ イ に 位置 し , Bot 
渋谷 鉱山 と し て RRR A pn, その 後 国富 鉱山 の 支 山 と し て HA - HO HAGE WR 
VARA RAA 572 DIRE CH Bo 

SEMA MA RUA RBCS 56 Kiet, BRE. TEMAS OEE 
BED が 露出 し , BREA F ETE 3 紀 の 所 調 緑 色 凝 灰 岩 が 分 布 し て いる 。 
鉱床 は Halt Neea 及び 4 ORB ZA 6b SPUR PVC RAT SEBO BAIR 
型 鉄 床 で , SRAGLYNA GESK, TARAS, PURE Bt, 方 鉛 鉱 , 脈 石 鉱物 は 石英 , ABER, 緑 
YER 及び TiRBSO RIBERA CH So SIRIZISMK, 2ZoIkK RUZ FHKE Y 7%) EIA 
EW 系 , N へ S に 急 傾斜 し 一般 に 膨 縮 著しく , 時 に 脈 市 1.5m に 達する 部 分 も ある 。 
これ ら の 鉄 脈 は 部 分 的 に 黄 鉄 鉄 ・ 黄 鋼 鉱 ・ 石 英 脈 , 石英 ・ 黄 鉄鉱 脈 , D7SAGK - BIBREAGE - 
黄 鉄 鉱 ・ 黄 鉛 鉱 脈 よ りな り , 4H BRM MMII H 1 MOM CH So SAKIC F BK 
床 母 岩 は 縄 雲 母 化 作用 , 緑 泥 石 化 作 用 , 黄 鉄 鉄 化 作用 , 炭酸 塩化 作用 を 蒙 る が , 人 録 脈 の 市 
と 談 質 帯 の 巾 は 一 定 で な く , 強度 の 変質 帯 は 鉱脈 を 中 心 と し て Im を 越え る 例 は 少な い 。 


3 hin O 8 K tt A 


(1) RBULUICAZRRORRRAMRE 
UR 6) RELAOOnNZKRARILRARAILAIRYI CH KEEL, 長石 , 石英 
RUS EES o BEF Cis SEGRE BERRA EL, AERA (0,2x0,07mm) 124% 


* 日 本 地質 学 今 第 66 年 会 (東京 大 学 ) 講演 , 1956. 

** RACK AES ADR PE 

1) Tooker, E.W. : Clay & Clay Minerals, NAS-NRC, 456, 1956. 

2) 完 品質 岩 類 の 導入 時 期 は 明らか で な い が な, SEEM 本 岩 類 中 に の み 集中 す 
る 事実 は , 火 成 活動 と の 成因 的 関係 に 於 て 興味 深い 問題 で あり , HO, 同 岩 類 の 産 状 
RUBS d: b PHATEAD REED BA SN, この 点 に つい て は 別に 検討 を 試み る 予 
定 で ある 。 
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帯 構造 アル バイ ト 双 品 を A 
し , 石英 ( 径 0.1~0.2mm) 
と 共に 比較 的 新鮮 で ある が , 
普通 角 図 石 (0.3x0.1mm) 
は 一 部 変質 し , 三次 的 な 緑 泥 
石 を 生成 し て いる 。 Hae 
AX Y=1.563, Any (平均 
ff€) を 示し , 化学 分 析 値 より 
求め た J VARMA Abs; 
Ang, で , 光学 的 測定 結果 と 近 
似 し た 値 を 示し て いる 。 


JERE) SKIRTED ER 


岩 帯 ), REE ba ae 


2, 4 Micmgand, 
雲母 黄 鉄 鉱 化 岩 


5 rel 


産出 鉱物 の 品 出 順序 


絹 雲 母 緑 泥 右 化 岩 ( 弱 変 質 
lL 


(REE) D 3 WIE 


-AEGUUB IEE, 
JAMES, 3. ASE 
HAE, Qj; Be 
AERA C; sig Sj; 
(x30) RE, 

Ss oe 

・ RASS: NU 
の 変質 過程 (x65) A, B, 
反射 頭 役 鏡 写真 , Cp; 黄 


ieee 


BAGK, Py; 黄 鉄 鉱 , Ga; 


FRG (x 120) 
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て いる 。 @ ESR A Sth Co BRERAE CARLA (0.2 x0.07mm) 
Dis abPRUS YEO CHAFEE DBE RURAL, 石英 ( 径 0.1 へ 0.2mm) は 半 自 形 ~ 他 形 を 
呈 し ゃ や ゃ 汚染 され , PA (0.2x0.05mm) は 大 部 緑 泥 石化 し て いる 。 基 質 部 は 石英 及 
Use (0.01~0.005mm) の 集合 より な る 。② 絹 圭 母 化 岩原 岩 の 構造 を や や 失い , 
ABA (0.2x0.05mm) iyFeL TORE, 双 品 面 , 結晶 縁 に 沿い 或いは 全く これ ら と 
は 無関係 に その 内 部 に 細 脈 , 網状 , 斑点 状 絹 雲 母 が 著しく 発達 し , 石英 ( 径 最大 0.08m 
m) も また 融 触 され , その 量 を 減じ て いる 。 LAM CILORMME 33H CHAIR (0 
0.01~0.005mm) 絹 雲 母 が 多数 生成 し て いる 。 @ MESRRGMILE BKC 原 岩 の 
構造 は 全く 認め 難く , 局部 的 に 残存 する 信 長 石 は 絹 雲 母 に よ つ て 完全 に 交代 され 仮 像 を 量 
し , これ と 共に 絹 雲母 の 網状 細 脈 (市 0.01~0.005mm) が 多量 に 発達 し て いる 。 更に 
これ と は 別に 所 褒 状 消 光 を 示す 石英 の 粒状 集合 細 脈 が 顕著 に 認め られ , 多量 の 黄 鉄 鉄 が 生 
成 し て いる 。 な お , 強度 の 粘土 化 作 用 を 蒙 つた 試料 を ノー ベル 式 水 和仁 装 置 で 水位 後 , 示 姜 
BAM, X 線 解 析 を 行 つ た 結果 , (DBAS RCS ENS KLM Ms AMD MEE L 
りな る 事 が 判る (F1IX B3H)o 


第 1 表 絹 雲 母 の 六 線 粉末 廻 析 値 


A B A B 
d (A) I d (A) I d (A) I d (A) I 
10.0 10 | 10.0 30 2.13 9 
7.10 oy ae | 33 2.00 20 | 1.999 15 
5.01 17 | 5.01 20 1.983 9 
4.50 9 | 4.48 20 1.819 14 | 1.818 12 
4.21 9 | 4.21 21 1.670 6 1.668 8 
3.70 5 | 1.651 7 
3.59 8 | 3.59 25 1.644 15 | 1.644 10 
3.29 100 | 3.30 100 1.505 15 1.502 9 
2.86 3 | 2.85 10 1.374 5 
2.561 43 | 2.561 21 1.349 3 1.351 3 
2.462 13 | 2.462 4 1.299 7 1.296 7 
2.35 7 | 2.351 6 1.239 8 | 1.241 5 
2.287 7 | 2.290 5 

AS 化学 分 析 試 料 e OTK, Bs 同じ く f Okie 

X ART eR, 対 陰 極 CoKe) 


(2) 変質 母 結 の 化学 組成 第 3 図 絹 圭 母 の 示 差 孝 分 析 曲 線 
上 述 せ る 如き 変質 母 岩 に つ ee > 
いて その 化学 成分 の 移動 拡散 “aes Pekar Mh ye! ho 
WHORE 明らか に する 目的 <a a Ont Cee 
tC, LERE POLL T EF TT eG 
#Z 1~3m ic AH RRL A; 化学 分 析 試 料 (e) Oks 
化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 次 の B; 同じ く (f) O7kseRE 


如く で ある (第 4 図 , 第 2 表 )。 
| 即 も 表 中 e, f が 伝 脈 に 近接 する 強 変質 岩 ( 絹 雲 母 黄 鉄 鉄 化 帯 ), c,d が 中 変質 岩 (MB 
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第 4 図 HMARVARRSE eA 


A; 絹 雲 母 黄 鉄 鉄 変質 帯 , B; PERRY, Ci 絹 雲 母 緑 泥 石 変質 帯 , DD; 黄 
SRO - BGAGK - GRR, (a~h) 化学 分 析 試 料 , (114) 分 光 分 析 試 料 採集 位置 


母 化 帯 ), a, b, g, h Sees ( 絹 圭 母 緑 泥 石化 帯 ) を 代表 する も の で あぁ ある 。 こ れ ら 変 
質 母 岩 の 各 酸 化物 組成 を みる に , 談 質 度 に 応じ て 規則 的 , 対称 的 な 成分 変化 は 必ず し る ゃ も 認 
め ら れ な い が , SiO。, Al,O3, NagO, K20 及び H,O の 値 に 於 いて か な り 特 徴 的 な 挙 
動 を 示し て いる 。 即ち 原 岩 に 比較 し た 場合 , 絹 雲 母 緑 泥 石 化 帯 っ > 絹 雲 母 化 帯 っ > 絹 雲 母 黄 
鉄 鉄 化 帯 と , そ の 変質 度 に 応じ て SiO。, Na,O, FeO の 値 が 減少 し , AlOs, K20, 
H,O の 値 が , か な り 増 加 し て いる 。 

Lab RETF IZIA S SiO,-Al,03-MgO-H,O 系 に つい て その 成分 変化 の 過程 を 検討 
すれ ば は ば, SiO,-Al,O3;-MgO 系 で は 原 岩 , 変質 岩 に 於 いて て さしたる 変化 は 示さ な い が , 
Si02-Al,O3;-H,O 系 で は 第 5 図 に 示さ れる 如き 変質 過程 を た どり , その 成分 変化 の 傾向 
は 変質 帯 の 中 心 部 に 向 つ て SiO。 寄り か ら HO 寄り に な り , SiO。 の 割合 の 減少 , HO 
の 割合 の 増加 が 認め られ る 。 更に A-K-F, A-C-F 図 に 於 いて 検討 すれ ば , A-K-F で 
は 母 岩 の 変質 度 に 比例 し て AlO。・Fe2O0。 の 割合 , KO の 割合 が 増加 し , FeO - MgO 
・MnO の 割合 が 著しく 減少 する 。 特 に 絹 雲 母 黄 鉄 鉱 変 質 帯 に 於 いて 著しい 。A-C-F に 
於 いて も 鉱脈 の 中 心 に 向 つ て Al2O。・Fe。O。 の 割合 が 増加 し , FeO .MgO . MnO, 
CaO の 割合 が 減少 し , 絹 雲 母 緑 泥 石 変質 帯 ・ 絹 雲母 変質 帯 か ら 強 変質 帯 の 絹 雲 母 黄 鉄 久 
変質 帯 に 至れ ば 急激 に その 傾向 を 強め る 。 

一 般 に 変質 作用 に 於 ける 成分 の 移動 , 拡散 或いは 濃 集 機構 は イオ ォ ン の 形 で 営ま れる る も 
の と 考え る の が 妥当 で あり , HOC 上記 変質 岩 の 分 析 値 か ら EskolaY の 陽 イ オン 百 分 
率 を 求め E14 ty OZUENMeVEML, 変質 母 岩 の 成分 変化 を みて も 前 述 の 増減 比 と 一 致 


1) Eskola, P.: Geologica.Geographica, 38, 1954, 
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Ht RE > Sib, 
#55 A-C-F-A-K-F.S10,-Al,0,-H,O gy し , 原 岩 よ り 変 質 岩 に 向 つ て Si 


/ 
/ 
/ 
ee — = 


10 MNO, 


O; 原 岩 , a,b, gh; *h RYE AEE 
(SOAS), c, d; AARNE (chs gy 
ir)» @, £5 ABFA RROKAE ET (GR eT HE) 


Fet+, Na の 減少 , Al, K の 増加 が 
示さ れる (第 6 図 )。 

上 に 述べ た 如く , RGEC HERR TH 
IRY DORR 2K. TAL K, HS 
DELL CZBOMBSEEERL TT 
る 事実 は , これ ら の 陽 イ オン が 化学 的 
こ 安 定 な 環境 と し て この 変質 範囲 に 固 
定 集 中 され て 絹 圭 母 化 帯 を 新生 し た る も 
の の る べき さあ る 0 Catt, Mgtt 
イィ オマ の SARE HEC Kes, Naga 
ォ ン の 著しい 増減 は 2 価 の 塩 菜 イオ ン 
t iO Meet t VO EBA. BA 
REO OMB ESZROLBASENSZ. 
束 に また SiO,, Al,O; tx PH 4 
に 対し て 極め て 鋭敏 で あり , 前 者 は 適 
度 の アル カリ 条件 下 で 著しく 沙 解 度 を 
SAL), ee VC EE PK Mw Cte 
HO に 対し て さえ も , か な り 落 解す 
る 事 が 知ら れ て お り , 一 方 A120。 は 
PH 4~8 DAFF CLT LARETC 
HY, PHS 以下 或いは 9 以上 で は 閉 
し く 落 解 度 を 増す 事 や は 周知 の 事 で 
ある 。 か くし て 地下 深 所 より の 金属 元 
素 を 含ま な い 不 毛 の 弱 ア ルカ リ 性 反応 
液 に よ つ て 沙 腕 作用 と 置換 作用 と が 行 
ALT SKID FEMI, K-2 eH OAL 
成 が 行わ れ , = ORMWNCAMA OF 


1) 下 上 盤 母 岩 に 於 いて 一 部 Si 
が 多 量 に 示さ れる が , これ は 顕 徴 
鏡 観 察 で も 判る よう に 石英 細 脈 の 
混入 に よる も ゃ の で ある 。 

2) 須藤 俊男 : FE GK, 
1998. 

3) Lovering, T.S.: Quart. 
Colorado, Sch. Min., 45, 
1950. 

4) “Barth, TB) W.eetGor= 
rens, C.W. Eskola, P.: Die 
Entstehung der Gestein. 129, 
1939. 
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母 の 変質 帯 が 形成 され , RISROWENSHEL aN, その 後 , GULROLAEA, BULB 
物 の 沈 淫 を 行 つ た も の と 考え られ る 。 

(3) 変質 母 結 の 微量 成分 

変質 母 岩 の 主 化学 成分 の 変化 状態 を 知る と 共に , CHI ZEN SEND O BEY 
億 て 考 究 する 目的 で 久 脈 上 下 般 変質 母 岩 に つい て Im 毎 に 試料 を 採取 し 分 光 分 析 を 試 
みた (第 4 図 , 第 3 表 ) 。 実 験 に 供し た 試料 は HUERMOIRAL & DIRE CEPR 
後 , 一 200 メッ シュ OMB’ BBM KGAA (QF-60) に より 予備 実験 を 行い , 
半 定 量 的 な 分 析 を 試み た 。 

検出 元素 は 岩石 中 の 主 元素 を 除き Ag, Ba, Be, Bi, Co, Cu, Cr, Mo, Ni, Pb, 
Sb, Sn, Sr, V HEU Zn CHS. これ ら 微量 成分 の 分 布 状態 を 検討 する に , Ag は 
原 岩 に 比 し て や や 強く 検出 され 鉄 脈 ぎ ざわ の 絹 圭 母 黄 鉄 鉱 変質 帯 に 於 いて は 特に 多量 に 存 
在 し て いる 。 Cu, Zn, Pb に つい て も ほぼ ば 同様 の 傾向 が うか が え , SKIRV BET L 72 HBB 
母 黄 鉄 鉄 変質 帯 に 於 いて その 検出 濃度 が 強い 。 こ の よう な 変質 帯 に 於 ける Ag, Cu, Zn, 
Pb 等 金屋 元素 の 濃 集 は 母 岩 に 変質 作用 を も た らし た 反応 液 の 影 郷 に 基づく も の と 考え る 
ょ より は , むし ろ H.T. Morris, T.S. Lovering) の 指 疾 する 如く 釣 化 時 期 に 於 ける 金 
属 元 素 の 移動 , 拡散 現象 に 起因 する も の と 思わ れる 。 Pb-Ba は 鉱脈 に 近い 部 分 に 於 いて , 
HIRED CAPLET ZR, これ ら の 成分 は 恐 ちら く 母 岩 に 絹 圭 母 化 作 用 を も た らし た & OR 
連 性 を 多分 に 有 し て いる も の と 推察 され る 。 また , Ni-Cr, V-Ni.Cr 等 に つい て は H 
著 な 相関 関係 は 認め られ な い 。 こ こ で 注意 すべ き 事 は , 鉱脈 に 接する 如き 絹 雲 母 黄 鉄 鉄 訟 
質 帯 は 別 と し て , 微量 成分 の 上 下 盤 に 於 ける 一 般 的 な 分 布 状態 を 通 覧 すれ ば , 必ず し る ゃ も 規 
則 的 , SOAR ERAT, EAL PRE Er ICRW CHEM ADODROET, 


1) Morris, H.T. and Lovering, T.S.: Econ. Geol., 47, 1953. 


8 
Ne 


a A GK WD GR TF 


246 


(1 回 A 図 BSE) 


SB GMO x メー メ x メー メメ メー メメ Xxx メ Xx 


ee 


= 
x x x xX x 8 x x x A, & xxx x x x x x x FL | Be 
と 
x XX x xX x x x 4 x XXX j x x x é x x Cle, at 
= 
x XxX X x x x x x KM x 2 KO x é x x é x x ji || SS! 
x XX x x x x xx x 0 & xx xXx *x x x x X x xX Xx Il | % 
—ee—e—————————— 
sm 
x XxX xX xx j x xX Pa x x xX XX é xx xxx xx xX OL 
x xX x b x x xx x xX x x x xx x xX XX ex x x <> x x 6 
xx x x «xX & x x x ※※ x xx xX ※ x x x 8 S&S 
Alt 
x x ex x x xx xx x x 1 x Xe KO x x x x x x L au 
x x << x x x é x Ke eX x xX é ※ | ey 
mM 
xx xx x x x x x x xx xX x x x x 9 
cS 
x x x x As x xX ※ < x x x x ※ x eX ox x Xx 2 x y | xs 
tae 
x Se & ※ < ※ 0 ※ ※ x * x x x I x SC 
SZ 
x x x xX xX x x x x xx x x x x é 
x xx bo x ※ x x x ※※ x x x I 
x x ※ x <M x x x ss = x x é ※ 20 | = 
ax xx x x x x xx x é x x る tbe ex | out 
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DY BUWBRERL TH So 例え ば Ag, Pb, Zn iX_ LAH E YY FREI ITI ¢ BREE 
され , Ni, Cr, Sn は FRED SULA EBACE S 強く 検出 され て いる 。 BLING 
Ag・Pb.Zn, Ni-Cr-Sn 等 の 微量 成分 が , 前 述 の 如く 鍼 化 液 ょ り 直接 も る たら され て 
現 位 置 を 占め て いる も の と すれ ば , か か る 成分 分布 の 差異 は 鉄 化 液 の 性 質 , Bld WE, 
PH, 温度 , 量 , 反応 時 間 , 浸透 速度 の 差 に よる も の か , 或いは 母 岩 の 原 成分 , 原 横 造 に 
支配 され た も の が , 或いは 全く 根源 , 時 期 を 異 に する 浪 透 液 の 作用 に よ ょ つて 上 下 上 盤 に 対し 
異 つ た 反 座 を 及ぼ し た も の か 何れ か で あろ う 。 この 事 は 前 記し た 久 床 母 岩 の 主 化学 成分 
に つい て みて も うか が える 事 で , 鉱脈 に 沿う 絹 圭 母 黄 鉄 鉄 変質 帯 は 別 と し て , 化学 成分 の 
一 般 的 傾向 を 検討 すれ ば, 第 5, 6 図 に 示さ れる 如く , LA, 下 般 変質 帯 の 成分 組成 は 必 
ず し る も 対称 的 な 変化 を 示さ ず , PRUORABIL, 上 磐 側 の それ に 比較 し て 狭い 事 が 判 
Do 何れ に せよ 母 岩 の 変質 作用 を 導い た 反応 液 は , 仮に その 母 岩 の 原 成 分 が 均一 で あつ 
た と し て る も , 通路 を 中 心 と し て 外 方 に 向い 律動 的 , BHM, 反 遍 を 示す と は 限ら 
ず , 複雑 な chemical control を 受け て 現在 の 変質 帯 を 形成 し て いる も の と 推察 さ れる 。 
4. 結 び 

1) 発足 鉱山 は 花 内 関 緑 岩 , POSE RIC 肥 胎 する 所 調 漢 熱 水性 鉱脈 型 鍼 床 で , 銚 床 
母 岩 は 絹 圭 母 化 作用 を 主 と よ と す る 熱 水 変質 作用 を 黄 る 。 

2) GKIRIC HET Baws rc Mu Tit Al20。, K,O, H,O の 添加 , SiO。; Naz0, 
FeO の 落 脱 が 行わ れ , SNLHKSROMBELERL Tw Bo 

3) SARIS SBA Cis Ag, Cu, Zn, Pb 等 の 微量 成分 が BRL, Ho, EF 
REV 於 ける 成分 の 分 布 状態 を 異 に する 。 こ の よう な 変質 作用 の 機構 に つい て BT OBER 
を 加え る な ら ば , まず 鉄 化 作用 の 先駆 的 な 活動 と し て HO を 主 成分 と する 金属 成分 を 
殆ど 含ま な い 不 毛 の 反応 液 が , 通路 を な す 花 賠 較 緑 岩 の 主要 鉱物 構成 元素 中 , イオ ン 化 し 
て 落 解 し ゃ や すい アル カリ 金属 , アル カリ 土 金属 等 を 流 か し , ICA (ADs; An4z) 石 
RACAL ULB LV BBE SA Si Na OVA, ALK の 添加 が 営ま れ , 絹 雲 母 を 主体 
と する potassium alteration zone を 形成 し , この 時 期 に 大 部 分 の 変質 作用 が 完了 し た 
も の と 思わ れる 。 一 般 に これ ら 絹 雲母 の 生成 条件 や の の 95) に 就 い て は K の 濃度 が 高く , 
且つ 高温 の 場合 を 除い て は 中 性 アル カリ 性 と され , この 時 の 圧力 が 低けれ ば 更に 低温 
で る も 生成 され る も の と 云わ れ , 合成 実験 の 結果 を 複雑 な 自然 界 に 直ちに 適用 する 事 は 注 
意 を 要する と し て も, 当 久 床 の 大 部 分 の 変質 作用 は 中 アル カリ 性 の 条件 下 で , 比較 的 低 
温 で 営ま れ た も の と 云う 事 が 出来 , これ に 引 続 い て 鉄 化 液 の 上 昇 を み , Cu, Fe, Zn, Pb 
等 の 硫化 物 を 沈 淫 し た も の と 推察 され る 。 

掴 筆 す る に 当り 御 指 導 を 賜 つ た 竹内 常 彦 教授 に 衣 心 より 感謝 申し 上 げ る 。 ま た X 線 撮 
影 , 分 光 分 析 , 文献 に 関し 夫々 御 便宜 項 い た 南部 松 夫 助教 授 , MH RADAR, BECKER 
及び 実験 に 協力 され な た 折 本 左千夫 氏 に 対し 感謝 の 意 を 表す る 。 現地 調査 に 際 し 御 配 慮 を 
頂い た 住友 金属 鉄山 国富 録 業 所 究 田 自 所 長 , 深堀 仁 , 西沢 徳雄 の 講 氏 に 御礼 四 し 上 げ So 

本 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 。 記し て 謝意 を 表す る 。 


) Norton, F.H.: Am. Min 22, 1939. 

) Leonard, R.T.: Eocn. Geol., 22, 1927. 

) Gruner, J.W.: Econ. Geol., 39, 1944. 

) Ross, C.R.: Jour. Am. Ceram. Soc., 28, 1945. 
. Stringham, B.: Econ. Geol., 47, 1952. 
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On kaersutite from the Iki island, 
Nagasaki Prefecture 


# A 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki)** 
PS 本 fe 郎 (Hatao Matsumoto) *** 


Abstract: Kaersutite is often found in trachybasalts, trachyandesites, 
trachytes and alkali rhyolites in the Iki island. Large crystals attainning 
a length of 3 cm. are included in scoria from Takenotsuji and in lava flow 
from Numazu. The chemical compositions and optical properties of 
phenocrysts in Numazu and Takenotsuji and of crystals in cognate inclu- 
sions in trachyte at the foot of Kakujo-san are given in Table 2. Total iron 
of these kaersutites is almost same but a remarkable difference is seen in 
the Fe,0,/FeO. Kaersutite from Takenotsuji is poor in FeO and rich 
in Fe,O, and shows extremely high refractive indices and very strong 
pleochroism. These facts are considered to be due to remarkable oxidation 
of kaersutite in the scoria when they were erupted. So the authors intend 
to propose a name ‘‘oxykaersutite’’ which shows high Fe,0,/FeO ratio 
and refractive indices and strong pleochroism. 


Perey ener ‘pv -S 

ヶ ァ ル スー ト 角 関 石 は チタ ン を 多量 に 含む 普通 角 関 石 で つて , アル カリ 岩 系 火山 岩 中 に の 
み 産 する 比較 的 稀 な GID CH So し か し な が ら 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 か ら は し ば し ば 
発見 され , BEB”, PCW, BRR RU 樺太 諸 津 や 産 の も の に つい て は そ 
の 化学 組成 と 光学 的 性 質 が 記載 され て いる 。 

長崎 県 志 岐 島 に は し ば し ば ケル スー ト 角 関 石 を 含む アル カリ 岩 類 が 発見 され , その 成因 
に つい て は 青木 > に よ つ て すでに 報告 され て いる 。 こ ・ ゝ で は BIR BHT VA } FHRIG 
の 産 状 , 光学 的 性 質 及 び 化学 組成 に つい て 記述 する 。 

この 研究 を 行なう に あたり , 御 指 導 を 賜 わ つ た 東北 大 学 河野 義 礼 教 授 に 厚く 御礼 申し 上 
げ る 。 な お , この 研究 に は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 癌 を 使用 し た 。 


* 1959 年 地質 学会 総会 講演 
** 東北 大 学 理学 部 岩 右 鉄 物 鉄 床 学 教 宗 
*** 熊本 大 学 理学 部 地学 教 密 
1) APRBK : Hope, 19, 96~110, 1933. 
2) 河野 義 礼 : Bok, 11, 124~134, 1934. 
3) Tomita, T.: Jour. Shanghai Sci. Inst., Sec., II, 1, 99~136, 1934. 
4) Yagi, K.: Bull. Geol. Soc. Am., 64, 769~809, 1953. 


5) BABE-BR : ck, 3, 1-16, 1958; Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. 
IV, 6, 261~310, 1959. 
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2 産 状 と 光学 的 性 質 

ケル スー ト 角 内 石 は 鮮新 一 洪 積 世に 活動 し た 粗 面 安山岩 , 粗 面 岩 , アル カリ 流 攻 岩 類 の 
bein ¢ AERO 洪 積 世に 活動 し た 第 1, 2 期 粗 面 安山岩 類 の 一 部 と 第 さき , 4 KRY 
類 の 斑 品 鉄 物 と し て 存在 し て いる D。 次 に 化学 分 析 を 行 な つ た 結晶 の 産 状 と 光学 的 性 質 に 
つい て 述べ る 。 

a) 郷 フ 浦 町 沼津 産 : 郷ノ浦 町 沼津 横内 附近 に 分 布 し て いる 粗 面 安山岩 中 に 夷 唱 と し 
CHL, その 大 き さ は 0.4mm へ 3cm で あり , 短 柱 状 自 形 を 示す 。 結 品 の 周囲 は 常に オ 
パサ イト 化し , 市 0.05~0.038mm の 磁 鉄 鉄 に よ つ て 完全 に 包ま れ て いる 。 結 唱 内 部 は し 
1S LISELI QO CBAL, MOT VA) RI, FV REA, BARRO, 
FIVER, ARE, 緑 泥 石 , ガラ ス 等 の 結 品 集合 物 を 生じ て いる 。 変質 生成 物 中 , アル 
カリ 角 関 石 の 量 が 最も 多い 。 こ れ は 0.03 へ 0.04mm の 柱状 半 自 形 結 品 で あり , 多 色 性 は 
Be, Xmas, Yah, Ze, c\Z=37° で あり , 極め て 副 い BH 
折 を 示す 。 島 後 近 石 の も の に 


つぐ て 宮田 つり は ご の 導 関 石 を Table 1. Chemical compositions of 
V—-FAPERBMRL EWG kaersutite bearing rocks 
' x from Iki island. 
が , 光学 的 性 損 か ら 正確 な 鉱 
物 名 は 決定 し 得 な い 。 チタ ン 1 2 3 
mers 9-0F~0-tomm の SiO, 48.97 46.18 63.73 
柱状 半 自 形 結晶 で あり , 砂 時 TiO, (eee a 4 
に Al,O 6. 9.26 6. 
計 構 造 を 示す る も の も ある 。 7 spite 
ne Fe205 3.50 3.61 3.72 
VA— >Re bit 7 VA FeO 6.23 7.92 0.75 
payrolls = MgO 5.50 5.83 0.34 
ANG Tet FOES Se Ls CaO 7.35 8.09 1.37 
FFT Hida D BARK B So Na,O 3.80 3.07 5.26 
ee 8 Pes K,O 2.47 172 4.51 
gin ス a bas. oat Baa ib 
Bees SE See): H,O + 1.18 0.79 0.93 
BEA (Fays~20), チタ ン Yih H,O — 0.68 0.29 1.51 
i (2V y=50°, B=1.700 = cae 
nN 7 < Total 09.94 100.04 99.74 


~1.704), 2RRRERG, ECG cease eee 
BLUFF VRBER CH Y, 1. Hypersthene bearing titanaugite olivine 
BIE SBG (Angnsg)) る kaersutite ON ES Yokouchi, pie 
) ・ 終 長石 。 アノ ーッ タレ mazu, Gonoura-machi. Analyst : K. Aoki. 

・ 称 長石 2. kaersutite bearing olivine titanaugite 


A, PEA (Fags~26), チタ trachybasalt, top of Takenotsuji, Gonoura- 
Y WMG (2Vy=50°~ machi. Analyst : H. Matsumoto. 
49°), FY vRERGK, FIV 3. Soda-augite and titanbiotite bearing 


kaersutite trachyte, west of Kakujo-zan, 


及び KA 6, FR 
“a a ‘ Gonoura-machi. Analyst : K. Aoki. 


獲 結 量 と し て 石英 と MARAE 


1) BABES: ATH, 1958, 1959. 
2) Tomita, T.: 前 出 , 1934. 
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Table 2. Chemical compositions and optical 
1 2 3 
SiO, 40.36 39.15 39.68 
TiO, 7.09 1.5 7.12 
Al, Oz 13.78 13.67 12.81 
Fe,O, 3.93 Teil 4.04 
FeO 7.91 5.05 8.79 
MnO 0.14 0.14 0.16 
MgO 11.08 11.29 11.22 
CaO 10.82 11.65 11.06 
Na,O 2.78 3.41 S737 
K,O 1.34 0.59 1.04 
H,O + 0.79 0.45 0.78 
H,O — 0.26 0.10 0.15 
F ORS7, 0.31 0.33 
100.65 100.37 100.55 
Less O for F 0.16 0.13 0.14 
Total 100.49 100.25 100.41 
@ min. 1.688 1.689 1.685 
B range. 1.708 1.709- 1.741 1.710- 1.718 
Yo mox. 1.720 E/T e% 1.736 
2Vx 78° 80°-77° 74°-66° 
CN Z 4° 5202 2S 
pleochroism 
xX pale yellowish pale yellowish pale yellowish 
brown brown to light brown 
brown 
SE brown brown to reddish brown 
brown 
Z deep brown deep brown to deep brown 


dark reddish 
brown-opaque 


err 


含む 。 まだ まれ に 径 3cm の 輝石 団 提 (2Vy=51°, B=1.706~1.707) を 含ん で いる 。 


Table 1 No. 1 に 土 岩 の 化学 組成 を 示し た 。 


b) 郷ノ浦 町 岳 ノ 辻 産 : 己 岐 島 に 於 いて 最後 に 噴出 し た 岳 の 辻 は 主として スコ リア か 
ら 成 り , 類 岩 流 は 山頂 に ご く 僅 か 認め られ る に 過ぎ な い 。 ケル スー ト 角 困 右 は スコ リア と 
類 岩 中 に 存在 し て いる 。 特に スコ リア 中 に は 0.5 へ 3cm OF VA—} MARSHES 
まれ て いる 。 スコ リア 中 の も の は 一 般 に 著しい 酸化 作用 を 蒙 り , 非常 に 高い 屈折 率 , UE 
折 及び 多 色 性 を 示す 。 通常 短 柱状 自 形 を 呈 し , SEE RERRKO FY 4 BIC LOCA 
まれ て いる 。 し か し な が ら 沼津 産 の も の に 見 られ る 様 な 変質 物 は 殆 ん ど 生成 され て いな 
Wo Ka O ケル スー ト 角 図 石 は 沼 準 の も の と 同じ 産 状 と 光学 的 性 質 を 示す が , tok 
が 少な く , 且つ 小型 で ある 。 
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properties of kaersutites from Iki island. 
= reeds 


i 2 3 
Si 5.966 5.814 5.919 
8.000 8.000 8.000 
Al 2.034 | 2.186 2.081 
Al | 0.362 0.202 0.167 
Ti 0.786 0.841 0.797 
Fe 0.436 0.791 0.451 
| 5.033 4,991 5.039 
Fe” | 0.975 0.625 1.093 
Mn | 0.018 0.018 0.021 
Me 2.456 2.514 2.510 
Ca De | 1.713 1.853 1.768 
Nase 4 0.795 > 2.762 0.980) 2.945 0.974 ) 2.941 
K | 0.254 0.113 0.199 
O 23.048 23.409 23.069 
OH 0.779 >» 24.000 0.446 ) 24.000 0.775 ) 24.000 
EF 0.173 0.145 0.156 


Analyst : H. Matsumoto. 


1. Yokouchi, Numazu, Gonoura-machi. 
2. Takenotsuji, Gonoura-machi. 
3. West of Kakujo-san, Gonoura-machi. 


BEG O BERRI AH (Angg-¢5), PHRETG (Fago-o6), チタ ン MHEG (2V y=—50°~ 
46°, B=1.708 ~1.715), +7 VA—} FAI RUF ¥ VRERGKCHY, BAAR (An 
65~63), PHA (Fegy-o3), FY VUE (2V y¥=47°), FY vREGRGK, FIT v GREK, 
PRARUGEAFACH Bo Erte LD CHRLNRAE Giro BOL 
lo able I Nor 2 er 7e5 

c) B87 TRIAS EW PORE BB 7 RT HL aE cS RTI RY Lhe er 
— ANA AAA LW So CORUA HICH AY vy ZROF NV A— } FORGE 
(4mm), #424 (4mm), チタ ン 黒 雲母 (1mm), 磁 鉄 鉄 (0.8mm) KU PRIA (0.6 
mm) か ら 成 る 等 粒状 組織 を 示す 結 品 集合 物 が 存在 し て いる 。 ケ ルス ー ト 角 隊 石 は 柱状 自 
形 を 示し , 結 品 が マグ マ と 接し た 部 分 は オ パ サ イト 化 さ れ , 粒状 磁 鉄 久 縁 に よ つ て 包ま れ 
て いる 。 結 品 は BHC A OF 7 vy PROBL CO SIL MDS Mile (100) を 
Bem LT ARMGERAAD SNA SHRAILIHRANC BW CR > BUS, DSB ED FRY 
多 色 性 を 示す 。 この 7VA— } FAPIAICIE 沼津 産 の も の に 見 られ る 様 な 変質 物 は 全く 認 
め ら れ な い 。 BEBO els アノ ー ソ クレ ー ス (2Va=—52°~49°), SEF Aaa 
4+ VA— >} FARA (@=1.693, B=1.712, y=1.724, 2Va=76°, cA\Z=4°), ソー ダ 
WRG (2V y=52°), チタ ン 黒 雲母 , 磁 鉄 鉄 お よび BRACHY, 石 基 鉄 物 は アノ ー 
ソック レ ー ズ ス (2Va=51°~46°), 4) - RG, SRE (Fssg-4ag)) ソー ダ 普 通 輝 石 
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(2V y=48°), 7VA-} BAA FY v RES, BR, FIV GR, グリ スト バラ イ 
ト , BRARUY VIY CHS. COMB MIE Table 1 No. 3 に 示し た 。 


*VA— > FBPBOW VMAs Table 2 に 示し た 。 沼津 , fA Ems VA} 
角 図 石 と 岳 ノ 辻 ケ ルス ー ト 角 関 石 の 酸化 の 著しく な い 部 分 の 屈折 率 , Tosh, 消 光 角 及び 
多 色 性 は 類似 し , また 喧 岐 島 他 地域 産 の も の も ほ ヾ これら と 同じ 光学 的 性 質 を 示す 。 し か 
し な が ら 筑 ノ 辻 産 の も の は 通常 噴出 前 後に 著しい 酸化 作用 を 柚 り , 鏡 下 に 於 いて 観察 する 
CA BELE SL, 結晶 外縁 部 に 於 いて 多 色 性 が 著しく , 方 向 は 殆 ん ど 完 全 に 光 を 吸収 す 
Bo この 部 分 の 屈折 率 は 今日 迄 報告 され た ケル スー ト 角 関 石 の うち 最も 高い 屈折 率 を 示 
す 。 し か し な が ら こ の ヶ ケル スー ト 角 隊 石 の 光 還 角 は 他 地 域 の も の と ほ さ 同じ 価 を 示し , Fa 
A ERIE LC Ro 


35° 4G Ss OR 

分 析 に 用 いた 7 VA— } FAROE ZU -—VY RET AV TAF B97 - er 
レー ター に 依っ つて 分 離し た 。 Table 2 に ケル スー ト 角 関 石 の 化学 組成 を 示し た 。 ヶ ケル 
スー ト 角 了 関 石 は いずれ も TiO。 が 非常 に そ 多 く 約 796 も 存在 し , Al,O3, FeO+Fe,0,, 
MgO 及び CaO が ほ さ ヾ 同 量 含ま れ て いる 。 

3 つの ヶ ケル スー ト 角 関 石 を 比較 する と SiO。, TiO。, Al。O。, MnO, MgO, CaO 及び 
は ほ さ 同じ で ある が 7 NazO と R07 特に TReO1 な 姜 ペ 思 な つ で い 交 0 三 孝 計 to tal 
FeO (IZ VCH SM, FeO は 著しく 異な り , 岳 ノ 辻 の も の は 最も 少な く , 及 HL2O+ 
も 少な く , 酸化 作用 の 影 絡 が 著しい 事 を 示し て いる 。 

(O+OH+F) =24.0 と し た 時 , 之 等 の ケル スー ト 角 関 石 の 化学 式 は 次 の 通り で ある 。 

ew: 
(OH, F)19 (Ca,Na,K)o. (Fe’’, Fe’”’, Ti, Mn, Mg, Al)s.9 (Si, Al)s.9 Oh 
岳 ノ 辻 産 : 

(OH, F)o,, CNaRE oo (Fe’’, EO TT OVOVT OAT a (STE Oos.4 
#8 EU aE: 

(OH, F)o.9 (Ca, Na, K)o.9 (Fe’’, Fe’”’, Ti, Mn, Mg, Al), (Si, Al) 
これ ら は Warren の 一 般 式 D 


(OH, F), (Ca, Na, K,Mn)»_, (Mg, Fe, Ti, Mn, Al), (Si, Al), Oo & BL —RLT 
いる 。 


8.0 O23.1 


4. 他 地 域 産 ケル スー ト 角 関 五 と の 比較 
ケル スー ト 角 隊 石 は 1886 年 Lorenzen に 依っ つて Greenland, Kaersut 産 の TiO, 
CSRS U ANAK ANU DNRAA CHS. 以来 今日 迄 世界 で 10 ヵ所 , 17 個 
の 化学 分 析 が 報告 され て いる (壱岐 を 含む )。 SNHOT VA— } FAPIBO (EASA RRO BE 


1) Warren, BE Zeit, Kryst 72, 493~517, 1930. 
2) Lorenzen, J.: Zeit. Kryst., 11, 318, 1886. 
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囲 を 示す と , SiO, 38.3~41.59§, TiO, 5.7~10.39, Al,O3 9.9~14.296, total FeO 
8.7~14.296, MgO 10.5~14.796, CaO 10.4~13.79%, NagO 1.8~3.89%, K,O 0.6 
~1.79 CHSo FEO CTEIR ERE 7 1 %— } BETH & hEHD YO LIRMTSL Al,Osz, 
total FeO RU Na,O が 多く , MgO と CaO KBLWo Eft TiO, は 7.1~7.6% で 
あつ て は ほ さ 中 間 の 価 を 示し て いる 。 

ERB it, 座 道 洞 り 及び Linosa® の ヶ ケル スー ト 角 関 石 は FeO<Fe。O。 で ある 
が , その 他 の 産地 の も の は WC FeO>Fe。O。 で あり , tie BEE の も の は FeO/ 
Fe2O。 が 著しく 大 きい 。 こ の ケル スー ト 角 関 石 は 粗 粒 玄 武 岩 マ グマ が 貫入 後 ijn situ の 
卓 出 分 化 作 用 の 晩期 に 岩 体 か ら 絞 り 出 され た モン ゾ ェ =ー 岩 質 或 い は 関 長 岩 質 マグ マ か ら 
mHLE DOCH DO, 酸化 作用 を 全く 蒙 つ て いな いと 考え られ る 。 そ の 他 の 産地 の も の は 
語 出 当時 は FeO/Fe。O。 は 大 で あぁ つた が 噴出 前 後に 於 ける 酸化 作用 に ょ つて FeO O— 
部 が Fe,O3 ice 72%, FeO/Fe。O0。 が 小さ く な り , 特に 著しい 酸化 を 受け た 后 ノ 辻 と 
Linosa 産 の も の は FeO<Fe,0, に な な つた と 推定 され る 。 

近年 AAs FeO/Fe2O。, 屈折 率 , 複 屈 折 及 び 多 色 性 等 か ら 緑 色 , BARB 
{LAA RGM SNCS. そこで 筆者 等 は この 区 別 を ケル スー ト 角 関 石 類 に も 適 
FAL, FeO>Fe。O。 で あり , 高い 屈折 率 と 複 屈 折 を 示し , 赤褐色 の 著しい 多 色 性 を 示す 
も の を 酸化 ケル スー ト 角 関 石 と 名 付け する こと を 提 昌 し た い 。 

環 日 本 海 ア ルカ リ 療 石 区 に 於 いて は ケル スー ト 角 図 石 は あり ふれ た 釣 物 で あり , 上 記 の 
産地 の 他 , 筆者 (K.A.) が 検 鏡 し た 限り 済州 島 別 刀 峰 及び 敦 道 岳 類 岩 中 に も 夷 品 と し て 
認め られ , また 福岡 市 残 ノ 島 , 下関 市 六連 島 及 び 関山 等 が の 類 岩 中 の 角 関 石 も ケル スー 
BAG Cho LHR ANZ. 


1) 河野 義 礼 : 前 出 , 1934. 

2) Washington, H.S. and Wright, F.E.: Am. Jour. Sci., 26, 187~ 
211, 1908. 

3) Yas, Kos ait, 1953: 

4) 太田 良平 : Bo, 42, 285~295, 1958. 
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カツ ティ ング 試料 に 関す る 2,3 の 考察 * 
一 石油 母 岩 の 研究 (第 3 報 ) 一 


Mechanical and chemical studies of 
cutting core samples 
—Studies on the resource-rocks of petroleum 
(3rd report) — 


(Iwao Kato)** 


yo pS SE RE 
TE (Masahiro Abe)** 


阿 部 


Abstract: The purpose of the present work is to make a mechanical 
purification of the cutting samples for detailed chemical and physical in- 
vestigations of them. 289 cutting samples from Oguchi exploratory well, R8, 
in the Nagaoka Basin, Niigata Prefecture were classified according to mech- 
anical analysis, and considerations were made based on histograms, cumula- 
tive curves and triangular diagrams drawn on the basis of the size 
fractions, 8 mesh, 8~9 mesh, 9~16 mesh, and the remainders of the 
respective samples. The other hand, extractable organic constituents of 
the 36 specimens selected from these 289 samples were determined. 


Len KAS 

最近 の 石油 探 掘 井 に 於 いて , 特に PRO Alc PERO RC AT HBR ERY SOG 
BAT SrI LI, 日 数 ・ 経 引 の 上 か ら ゃ 制限 され つ ゝ ある の で , カッ ティ イィ ング 試料 に よ つ て 
地層 ・ 岩 右 等 の 考 察 を 行わ ね ば ぱ ば ならない 現況 と な つて 来 た 。 ご の カッ ティ ング に よっ で 
岩石 学 的 に 対比 する 場合 に どの 程度 の 有効 性 が ある か , 叉 カッ ティ ング の 個数 百分率 が 対 
比 の 閣 に どの 程度 の 信頼 性 を も つか と いう 事 を 吟味 する 意味 で , 基礎 的 な 検討 を 試み た 。 
試料 は 帝国 石油 株 式 会 社 より 恵 与 され た 新潟 県 南蒲原 郡中 之 島 村 大 品 選 -8 号 井 の 探 掘 
井 の も の で , これ に つい て 物理 化学 的 ・ 岩 石 学 的 な 角度 か ら 閉 察 を 行 つ た 。 
a 

一 般 論 と し て は 複雑 な 問題 で , 地層 状態 ・ 岩 相 ・ 対 称 物 の 相違 ・ 試 料 探 取 方 法 ・ 分 析 の 
CO ee 
題 は 重 鉱物 分 析 や 有 孔 虫 分 析 等 の 場合 に 当然 お こる 事 で 古く か ら Dryden), Rubey?), 


* 1958 年 5 月 石油 技術 協会 第 23 回 総会 で 講演 内 容 の 一 部 に 加 等 
** 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 久 床 学 教 密 
1) Dryden, A.L.: Nat. Aced. Sci., 17, 233~238, 1931; Am. Jour. 
ci., 29, 393~408, 1935. 
2) Rubey, W.W.: Jour. Sed. Pet., 3, 3~29, 1933. 
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Eisenhart), Helson®), Rittenhouse®) 4¢yz OC Hf3ZXnN, Dryden (x ‘probable 
error’ の 概念 を 使い , Rubey は “actual size (fal— 3A) 2 relative size (FESSHAL 
度 £RZLLEBRLKO 


Eisenhart (x “X?” 検定 法 を 提唱 し , Helson は 相関 関係 を 求め る こと を 主張 し て い 
Bo BRAD RO (RECOM CAREY DMN TU BRS “ 何 個数 えた ら ど の 位 
信頼 で きる 百分率 が 得 ら れる か ” と いう 問題 は , BRM? 微 化 大 分 析 に 店 用 され て 
いる が , カッ ティ イィ ング 試料 の 場合 ば , BRM - MCHA LEDC, TREKS 
に 欠く べから ざる も の で あぁ ある の で , finesize の 試料 の 吟味 が 不可 能 で ある 。Krumbein, 
Pettijohn, Twenhofel 等 が Rubey, Russell®) の 提案 し た actual size と relative 
size を 支持 し て いる が , カッ ティ イィ ング に よる 分 析 で は MME ORAS 出来 た が , 相対 
薄 度 の 検討 は 出来 な い 。 

カッ ティ ング に 関す る 基礎 的 研究 と し て , 現場 に お ける 岩 相 の 特徴 な り 儲 向 を し らち ご, 
その 結果 の 効用 に つい て 一 応 の 試 染 を 出し て な た 。 : 

2. 大 口 R8 号 井 地 質 人 資料 

ABLE (PSA ABRAMS SOL Con, 明治 39 年 に 第 1 号 井 が ガ 
AICS LC 成功 を 収め て 以来 今日 迄 江 部 ガス 層 の 開発 が 行わ れ て 来 た 。 深 部 の LER 
は 行わ れ な か つた た る め 地下 深部 の 状態 は 最近 まで 不明 で ぁ つ た が , 新潟 県 第 三 系 の 地 了 向 
斜 準 積 区 に 属し て いる 長岡 沈降 区 の 西 長 岡 一 帯 の 物理 探査 結果 か ら , 既 開発 の Biba x 
層 と 良く 整合 する 構造 が 深部 に 存在 する こと が 昭和 31 年 確認 され た 。 KOBE ER 
油 帯 開発 と 地域 含 油層 の 全貌 を 究明 する 上 で 好適 な 層 位 関係 に ある た め , 帝国 石油 株 式 
会 社 に よ つ て 昭和 32 年 2 月 4 BBA N re. 大 品 油 田 の 地質 に つい て は 既に 牛島 信 義 9 
に よ ょ つて その 概要 が 報告 され BIR), カッ ティ ング 試料 に よる 岩 質 の 肉 服 的 区 分 は , 
地表 か ら 600m FCM, MA, 粘土 の 厚い 五 層 帯 (20 へ ~30m 程度 の 厚 さ の 士 層 ), 
600m か ら 1065m 附近 まで は 泥岩 を 主 と よ と し, これ に 粗 炒 砂 や 凝 灰 質 砂 (MX 10m) を 
6 ERA L TS. 1065m 以下 1550m まで は 粗 粒 砂 と 泥岩 の 互層 帯 を な し て お り , 砂 
岩 帯 は 大 体 10~20m の 頁岩 帯 (シル ト 岩 ・ 泥 岩 ) で 分 離さ れ て いる 。1550m 以下 は 泥 
岩 帯 で 砂 質 凝 灰 岩 や ベン トナ イト 質 北 灰 岩 が 多数 介在 し て お り , 1626~1636m に は 粗 北 
DOROTHY, 岩 質 より 4 つ に 細分 され , 有 孔 虫 に よる 分 帯 及 び 対 比 が 行わ れ た (第 1 
#) o 


shot gta” OF BE Oe 
機械 的 分 析 の 処理 結果 AO R 8 SIO 1728m 迄 の カッ ティ ング 試料 289 個 に つい 


1) Eisenhart, Our Sed. Pet., 5, 137~145, 1935; Am. Jour. 
Sci., 30, 549~553, 1935. 

2) Helson, H.: Am. Jour. Sci., 32, 392~395, 1936. 

3) Rittenhouse, G. : Detrital mineralogy, subsusface geologic meth- 
ods, 1950. 

4) yyHtM= : 石油 技 協 , 17, 229~235, 1952. 

5) Russell, W.D.: Jour. Sed. Pet., 6, 125~142, 1936. 


6) +B: Abe. 22, 136~ 138, 1957. 
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go Loge 
: に よる 地層 の 分 帯 
る et —| 相当 地層 
(m) if i | 
| i KURIED - HELO a 
207 | Jeu ira | 
doo | (20 へ 30m REO 
& CHS) 
: er Eliphidium 4| : 
“a | 1p | lum I 層 
700 | WHEHEL, oh | Cibicides 3 (下部 ) 
750 VO RETRY Va ED Cassidulina 6 
| Be her 
820 ( 厚 さ 10 米 ) を 6 枚 | Eliphidium 6 Cassidulina 1 
834 . Uvigerina, sp. 1 ( 西山 層 
0 SIN SOCK : Uvigerina 1 
978 Epistominella 1 
984 Martinottiella 2 
hs Uvigerina, sp. 1 
1065 - a 
1062 Cyclammina 1 = = 
MeO ete Toly yoy ee | +> 
1495 ALRAD & Yew D Uvigerina 1 3 
Aer | 
1504 
r 1550 Unknown 
1608 | yest CHER 
—| BAVA TT} OR = = 
Be Wie & RES Sigmoilina 3 | + yA 層 
fe) 


* ARE eReeCXE (石油 技 協 , 22, 136 138, 1957) 


て , fie KOTKZ OVER Ot & AMICK RG L LER DL CAR. 予備 実験 その 他 詳 細 
な 点 は 既に 石油 技術 協会 第 23 BE CHE L7OCEMIS. WVEORPRE histo- 
gram で は 1 へ 86, 91~155, 156~181, 182 へ 191, 192~246, 247~273, 274~289 
の 7 区 分 が 認め られ た 。 累積 曲線 の 集中 する も の を まとめ て 分 け て みる と , 一 部 分 の 変化 
を 除い て 殆 ん ど histogram に 似 て いる 。 一 部 247~273 の 中 で 区 分 する こと の 出来 る 
も の が ある 。 次 に 16 merh より 大 きい 粒度 の 泥岩 ・ シ ルト 岩 の 混入 量 を 3 成分 (三角 ダ 
ィ ャ グラ ム ) で 比較 し て , 共通 し て いる 集中 度 を 検討 し て みた (第 1 図 ) 。 AOR 
を 決め る 手段 と し て は , 全 試 料 の 累積 曲線 の 集中 度 が , 2096 line, 20~309 line, 309 
以上 の 3 区 分 が 認め ちら れる の で , これ を 者 慮 に 入れ て remains Of 70% line $3*¢% 
て 区 分 し た (第 2 図 ) 。 集 中 度 は , 1 へ ~86, 91.155, 156.181, 192~246, 247~261, 
274~289 の 6 FEHR CXS 181~191, 262~273 示 区 分 出来 な い の は , 


1) AnpRASHE - PRIEE : 石油 技 協 , 23, 137, 1958; Kato, I. and Abe, 
M.: Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 6, 169~183, 1959. 
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C : Weight per cent of the cuttings of mudstone and siltstone coarser than 8 
mesh 

: 8.16 mesh F : finer than 16 mesh+remains 

: No. 86 (602.0m) ~No. 99 (694.0m), 2 : No.100 (701.0m) ~No. 113 (796.0m), 
: No. 114 (806.0m) ~No. 124 (898.0m), 4 : No.125(901.0m) ~No. 135 (996.0m), 
: No. 136 (1001.0m) ~No. 153(1098.0m), 6 : No.154(1103.0m) ~No. 173 (1197. 
Om), 7: No.174(1206.0m) ~No. 191(1295.0m), 8 : No. 192(1300.0m) ~No. 214 
(1397.0m), 9 : No. 215(1402.0m) ~No. 236(1495.0m), 10 : No. 237(1504.0m) ~ 
No. 256 (1597.0m), 11: No.257 (1603.0m) ~No. 283 (1698.0m), 12: No. 284 
(1703.0m) ~No. 289 (1728.0m). 


nor s 


remains 70% line DijJAICHBAZAMRDN?O C-HHEELORALKACH So 
以上 histogram, cumulative curve, triangular diagram の 30D#Ga5AO R 
-8 号 井 の カ ッ テ ィ イン グ 試 料 の 機械 分 析 に よる BABLE ASL No.1 (25m)~No. 86 
(602m), No.91 (640m) ~No.155 (1107m), No.156 (1116m)~No. 181 (1238m), 
No 182 (1243m) ~No. 191 (1295m), No.192 (1300m) ~No. 246 (1549m), No. 247 
(1554m) ~ No. 273 (1651m), No. 274 (1653m) ~No. 289 (1728m) の 7 区 分 と な る 。 
No. 1~No. 86 は 泥岩 ・ シ ルト 岩 の 重 量 百分率 は , 16 mesh 以上 の MED Or 20% 
DE CRAY 全部 が BA - DA -BAWECHS. No.91~No.155 は , 20% 以下 の 
も の 2 試料 , 20~3096 DED IRE, 309% 以上 57 試料 で 大 部 分 が 泥岩 ・ シ ルト 岩 で , 
九 岩 を 挟 在 する も の で ある 。No.156~No.181 は 20% 以下 14 試料 , 20 へ ~3098 5 試 
¥, 30% 以上 3 試料 で 主として 砂岩 で 泥岩 ・ シ ルト 岩 を 挟 在 する 。 No. 182~No.191 
は , 2096 以下 3 試料 , 8096 以上 7 試料 で 泥岩 ・ シ ルト 岩 を 主 と し 砂 岩 か 挟 在 する 。 No. 
192~No. 246 は , 20% 以下 31 試料 , 20 へ ~309 13 AE, 309 以上 4 試料 で 砂岩 を 
HELLS 泥岩 ・ シ ルト 岩 を 挟 在 する 。No.247~No.273 は , 20% 以下 3 試料 , 20~30 
% 2 試料 , 30% DLE 18 試料 で 泥岩 ・ シ ルト 岩 を ELL 砂岩 を 挟 在 する 。 No.274~ 
No. 289 は 30% 以上 16 試料 で すべ て 泥岩 ・ シ ルト 岩 で あぁ る 。 千島 信義 の 岩 質 的 区 分 
と 近似 は し て いる が , 機械 分 析 の 結果 は より よい 分 帯 が な され て いる も の と 思わ れる 。 
以上 の 結果 か ら 考 察し て , カッ ティ ング 試料 の 飾 に よる 機械 的 分 析 を 行い , 泥岩 ・ シ ルト 
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7 GK OD GK OR MAS ath 


岩 の 量 を 基準 と し て > 8 mesh, 8~9 
mesh, 9~16 mesh, 16 mesh 以下 
の remains に 分 け て 検討 し た 場合 
に , 泥岩 混入 量 が 1096 以下 と 20% 以 
の 28 人 CEA 
試料 が 砂岩 損 で ある か , 泥岩 ・ シ ルト 
岩 損 で あぁ る か の 判定 に 役立つ と 思わ れ 
So 今回 の 分 析 で 特に 重要 な 意味 は 志 
張 し な い が , 深度 が 増す に つれ て , 8 
mesh 以上 の 個体 数 が 減少 し て お り ;, 
RH OME RRA) S (OTH), 
また 粒度 も や ゝ そろ つた 傾向 は 認め ら 
れる 。 こ の 事 と 関連 し て 掘 撃 の 為 , 新 
Lot» b eB A LE OREICR 
ぱす 変化 は この 分 析 で は わか ら な い が 
一 応 注 意 し て お く 必 要 か ある と 思わ れ 
So ORC LORE CAME 
(actual size) の も の で 比較 し た が , 
LO mM-mE ic koctmMN TSC 
は , URER7KIC k CRP OWALL, A 
FNC HAV SAN BRA 23 aD EEA) 


M 


C : Weight per cent of the cuttings of 
mudstone and siltstone coarser than 8 
mesh 

M: 8~16mesh F : 
+remains 

1 : No. 1(25.0m) ~ No. 86 (602.0m), 2: 
No. 91(640.0m) ~ No. 155(1107.0m), 3: 
No. 156 (1116.0m) ~ No. 181 (1238.0m), 
4 : No. 192 (1300.0m) ~No. 246 (1549.0 
m), 5 : No. 247 (1554.0m)~No. 261 
(1624.0m), 6: No. 274 (1653.0m) ~ No. 
289 (1728.0m) . 


finer than 16 mesh 


AID Ay TAY TROD ANC RB 
IT VEEWST ZRII ARE ODL CWSZODLRRGS 


UKDOBEKAG カッ テイ ング 試料 の 機械 的 分 析 と 相 條 つて 16 mesh ょ より 大 き 


い 粒 径 の 鉱物 成分 に つい て も 簡単 な 方 法 で は ある が 鉄 物 の 分 帯 を 試み た 。 特に 目 


SINS 石英 ・ 長 石 ・ 角 図 石 ・ 昧 雲母 ・ 黄 鉄鉱 ・ 磁 鉄 鉄 等 で , 


Vo Sea v7e 


この 外 BEE CX HAR, HR 


A BRVEA - AASERE - BEGROR (vivianite) CHA. これ ら は いづ れる も 通常 行わ れ て い 


る 重 鉄 物 の 粒 径 に 比べ れ ば 大 きい の で ,; 


この 録 物 で 分 帯 す る こと は 必ず し も よい 方 法 と 


は 言え な い 。 然し な が ら , 機械 的 分 析 と 併行 し て 行 つ た 結果 で は , 16 mesh ょ り 大 きい 
カッ ティ イン グ 試 料 で 特に 顕著 な も の に つい て の ある 程度 の 傾向 を 認め 得る の で , これ に つ 
・ 藍 鉄 鉄 が 
その 信 向 を 示し て いる 。 此 等 の 鉱物 成分 と , Sh HER ORORRMY | を 加味 し て 募 


いて の べ る こと ゝ する 。 今 回 の カッ テイ ング 試料 で は 黄 鉄 釣 ・ 角 図 石 ・ 黒 圭 母 


1) 河井 興 三 : 石油 技 協 , 16, 5, 1951; 」 地質 , 57, 288, 1951; her, 59, 
SILOSSN 
2) 渡部 景 隆 : 地質 , 54, 183 へ ~155, 1949. 
3) Boswell, P. G. H. On the mineralogy of sedimentary rocks, 
London, 1933. 
Passega, .: Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol, 37, 331 ~839, 1953. 


Sm Pettijohn beacon 
6) Rubey, W.W.: Jour Sed: Pe 3 3 OA 

7) Russell, W.D.: Jour Sed. Pet., 6, 125~142, 1936. 

8) Twenhofel, W. H. : Method of sedimentation, New York 
Sed. Pet., 12, 99, 1942. 


? 


Recent marine sediments, New York, 1939. 
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Eh RA ee CE EN 2 Se Bee Ms. 
fe wm HM K H (ADH 
a 1( mesh 以上 の 砂 es ah a BAI E Z 区 分 
TR | ae eae 96 | 98 HI | 
No. 1 (25.0 m) | | Fue. ER . HERS 
| No. 9 (55.( m) 
| | No. 10 (60.6 m) 
a 
= oO. .Cm 
(64 試料 ) 2% b | eq/Md | Ase Bae 
Oe sa 4 Soa (296.0 m) 
(64 ヶ ) +=100/0 
No. 41 (303.0 m) 
BE: <RBE> - BK 
Del asc oe ae EN ee, 
Ae + Hie 
No. 86 ( €02.( m) No. 86, (02.0 m) 
No. 91 ( 640.( m) No. 91 (640.0 m) 
209% 以 下 (2 ヶ ) | im CVV - BUR 
| No. 118 (796.0 m) 
(60 試料 ) |/20 へ 83096(1 ヶ )| 7/98 
No. 114 (808.0 m) 
3096 以 上 (57 ヶ ) FR «BCS 
No. 155 (1107.0m) | | | No. 147 (1062.0 m) 
No. 156 (1116.0m) =| 200%, (1477) No. 149 (1073.0 m) 
(22 BRE) DW | 0 | ee re 5 
No. 181 (1238.0m) — | 30% AE (3 7) BR : EO 
No. 182 (1243.0m) | 209% 以 下 (3 ヶ ) < 石英 > ・ 自 色 凝灰岩 ・ 
at 試料 ) 40/60 | Wa 
No. 191 (1295.0 m) 309% 以 上 (7 ヶ ) No. 191 (1295.0 m) 
No. 192 (1€ 00. 0 m) 20% LIK (3 0 “No. 192 (1200.0 m) 
“(48 試料 ) | 20~309 (15 ヶ ) | 98/2 
No. 246 Rc 549° 0m) | 3096 以 上 (4 ヶ ) 石英 ・ 黄 鉄鉱 
‘No. 247 (1554.0 m) 20~ 3096 (1 7) 
309%6 以 上 (13 ヶ ) 7/93 
No. 261 2 
(23 試料 ) No. 262 
2096 LAK ( 3 + 
tal NY aa 45/55 
No. 273 (1651.0 m) 3096 LI_E (5 ヶ No. 273 (1651.0 m) 
No. 274 (1658.0 m) 30% 以 上 ave No. 274 (1653.0 m) 
(16 試料 ) (16 ヶ ) 
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質 に よる 区 分 を 行 つ た 。 その 結果 は 有 孔 虫 に よる 区 分 , 機械 的 分 析 に よ ょ る 区 分 と 大 体 似 て 
いる が , 更に 細分 単位 が 認め られ る 。 第 2 表 に 示し た 様 に 鉄 物 ・ 岩 質 区 分 は 55m %, 
60~298m, 303~602m, 640~796m, 806~1062m, 1073~1295m, 1300~1651m, 
1653m LL FO 8RAERS. COP CRRM 4 1073m 以下 に 認め られ , 1062m 以上 
で は 認め られ な か つた 。 こ れ は PYM MIEL CBADSLERHABOE 及び BW 
以上 に 相当 ずる 。 黒 雲母 は 特に 298m 以上 に 顕著 で 下部 に 減少 する 傾向 が あぁ あり, 400m 
近く 迄 認め られ る が それ 以下 で は 認め られ な い 。 角 隊 石 は 個体 数 が 少な い の で その 傾向 
を 云々 する こと は さ し ひ か えた い が , 1000m か ら 1400m 位 の 間 を 除い て その 上 部 も 
下部 も 認め られ な い 。 特別 な も の で ある が BRERA 135m HO FRE 共存 し て いる 。 
135m 以下 に も 亜 炭 が 認め られ る が 藍 鉄 多 の 存在 は 見 出さ れ て な い 。 藍 鉄 鉄 の 岩 存 環境 
RBRKASLSEBRLEOKEL 一 応 考 えら れる こと で あろ 3 う 。 以 上 の 4 鉱物 は 特に その 傾 
GAZ HOCH), この 外 石 英 の 量 的 区 分 , 凝灰岩 , We, BARE OBEL CKD 
を 行 な つ た 。 機械 分 析 に よ ょ る 区 分 と 岩 質 に よる 区 分 は それ ほど KE RAO PHAN 
いと し て も , や は り 以上 の 様 な 少な く と る も 出来 る 限り の 角度 か ら 分 帯 し て 比較 検討 する 
必要 性 を 強調 し て お きた い 。 


第 3 表 BR Mi HR ( 原 岩 試料 30gr に 対す る 重量 %) 


= Hs iS 3 
ZO 70 70 
1 686 0.04 13 1243 0.05 25 1617 0.08 
2 725 0.03 14 1248 0.06 26 1637 0.06 
3 767 «0.04 15 1254 0.06 27 1644 0.07 
4 806 0.03 16 1259 0.06 23 1653 0.14 
5 843 0.09 17 1282 0.06 29 1663 0.11 
6 880 0.05 18 1288 0.07 30 1673 0.08 
7 925 0.07 19 12950.05 31 1683 0.13 
8 969 0.06 20 1554 0.10 32 1693 0.12 
9 1100 0.05 21 1564 0.07 33 1703), 0317 
10 1048 0.04 22 1574 0.08 34 1713 0.10 
11 1089 0.05 23 1597 0.09 35 1723 0.11 
12 1107. 0.05 24 1608 0.08 36 1728 0.10 
Ya. DY, O08 | aS A bee el 


iia Bn BOSEMAG カッ ティ ング 試料 の 16 mesh 以上 の 泥岩 に つい て 押出 
性 有機 物 合 有 量 の 変化 を し ら べ て みた 。 試料 と し て は 600m MIA PMELVASO 
で , 600m 以下 1728m 迄 の 試料 か ら 36 試料 に つい て 行 な つ た 。 WREL 7: 試料 30g 
(80 mesh (iii) + URAC ED, ソック スレ ー の 有機 抽出 装置 を 使用 し て 8 時 間 , 
ペン ゼン ・ ア セト ン ・ ア ルコ ー ル (70:15:15) の 混合 溶媒 を 用 いて 加熱 抽出 し 衝 量 し た 
(第 3 表 ) Pleas) に よる 理研 メタ ン ガ ス 検 知 器 に よる 溶存 ガス (メタ ン ) REE % 


1) 和牛 島 信 義 : 前 出 ) 1957. 
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の 相対 的 比較 に 於 いて 1251m~1530m 迄 は 109% 以下 で あぁ る が , 1530m LECH 
ん ど 大 部 分 (1595m 以外 ) は 1096 を こえ て 下位 に 増加 し て いる 傾向 が 認め られ , 1251 
へ 1530m まで に 於 いて も 1388m を 境 に し て 下位 が 増加 し て いる こと が 伺わ れる 。 即 も 
椎 谷 層 下部 か ら 寺 泊 層 に か け て 度 百分率 が 相対 的 に 増加 し て いる 。 有機 抽出 量 よ りみ 
た 垂直 的 変人 ( を 考察 し て みる と , No.1 (686m) か ら No.4 (806m) xis 0.0596 以下 
で あり , No.5 (843m) へ No.19 (1295m) まで は 殆 ん ど 大 部 分 が 0.05 へ 0.079%% OKHE 
に (No.10 が 0.0596 以下 ) ある 。1300m か ら 1549m まで は 殆 ん ど 大 部 分 が 砂岩 で , 
泥岩 ・ シ ルト 岩 の 良 い 試料 が 得 ら れ な い の で , 1554m 以下 に つい て 比較 し て みる と , 
No. 26 (1637m) の 試料 以外 すべ て 0.0796 以上 の 有機 量 を 示し て いる 。 全体 的 に R-8 号 
井 カ ッ テ ィ ング 試料 の 泥岩 の 有機 抽出 量 は , 灰 爪 層 下 部 及び 西山 層 上 部 は 平均 し て 0.03 
へ 0.0498, 西山 層 中 ・ 下 部 , HEAR Les 0.05~0.07% の 範囲 で あり , HARB Peis 
砂岩 を 主 と す る の で , BARBED CRED 出 て いな い が , 椎 谷 層 下 部 か ら 圭 泊 層 に か け て 
0.07% 以上 の 相当 高い 有機 抽出 量 を 示し て いる 。 1300m か ら 1549m まで の 試料 が 欠 
如 す る の で 詳し く 者 察する こと は さけ た い が , 落 存 ガス 未 度 百分率 と 同様 に HARPS 
FAB CARMI RIZAL ROC SL LUANG. 


Bg Mes ES 

コア 一 試料 採取 の 制約 され て いる 今日 , これ に 代り カッ ティ ング 試料 に よ つ て 出来 る だ 
け の 油井 資料 を 求め る こと に つい て は , 牛島 信 義 氏 の 要望 も ぁ つ た の で , 筆者 等 は この カ 
ッ テ ィ ング 試料 を 使用 する 場合 の 信頼 度 を 検討 する 意味 で , 以上 の 如く 基礎 的 分 析 を 試み 
eo 

SUBMIT 25 O72 BARAT - RADATIL, その 分 析 結 果 の 数 量 的 吟味 に 於 いて は , か な り は 
ん 雑 の 感 が ある が , 対象 と な る べき 試料 の 粒度 の 選択 上 の 有効 範囲 を 吟味 で きた の で , 操 
作 自 体 ヵ 簡単 な 点 で も 一 雇 の 結果 と 効用 と を 得 た も の と 云え る 。 然し な が ら 一 般 に コア 
ー・ カ ッ テ ィ ング 試料 に 関し て の 物理 化学 的 研究 は 殆ど な され て お ら ず 研究 初期 の 段 
階 で あり , 筆者 等 も 赤 こ の 種 の 堆積 岩 岩 石 学 の 体系 を 作る こと と 同時 に , 石油 地質 学 並 び 
に 石油 工学 の 基礎 容 料 の 一 部 に 資 し た い 目 途 で , 油井 コア ー 並び に カッ ティ イン グ 試 料 の 
取扱 い 方 を 検討 し 更に 堆積 盆地 に 於 ける 油 母 岩 相 並び に これ に 関連 する 石油 鉄 床 形 成 の 
場 の 問題 の 究明 に と りく ん で ゆき た い 。 

本 研究 に 当 つ て AER カッ テイ ング 試料 を 恵 与 され た 帝国 石油 株 式 会 社 の 各位 並 
びに 種々 有益 な 御 教示 と 便宜 を 賜 つ た 牛島 信義 氏 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ ょ つた こと を 明らか に し 計 意 を 表す る 。 
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BRS KWE pisolite に つい て : 


Some notes on pisolites from Sanbe Volcano, 
Shimane Prefecture 


浦 清 (Kiyoshi Miura) * 


Abstract: Pisolites, the products of volcanic activities of Sanbe 
Volcano, are collected from small exposure near Kasubuchi town, Shimane 
Prefecture. They are composed chiefly of the fragments of quartz, biotite, 
feldspar, glassy materials and a few hornblende. Quartz and _ feldspar 
occur as in angular granular form, but biotite as in prismatic one. They are 
found usually as in well-spherulitic form ranging from 1 to 10 mm (the 
maximum attains 13 mm) in diameter, but the diameter of 2.5 to 6.5 mm is 
the most predominant, and the form appears as in more or less oblate 
spheroidal form. Under the microscope, concentric texture is easy to be 
found in the specimens, in decreasing the size of grains from the core to 
the margin; i.e. the core composed of coarse-grained fragments is 
surrounded densely by the margin layer that composed of fine powdered 
materials. 

Genetically, it is assumed that the pisolites have been formed by 
coagulation of volcanic ashes around a nucleus or centre of raindrop 
when it was falling in the air, and the concentric texture due to the change 
of grain size of ashes is attributed to the change of water content in a 
growing pisolite. 


LARP AMBAAS 

SLANE, 島根 県 大 田 市 及び 飯石 郡 頓 原 町 に また が る 鑑 状 型 の 火山 で あつ て , GRO 
B= KEM 子 三瓶 , Ha, 日 影山 等 が , 環状 に 排列 し , その 中 央 部 は , “BO 
A? と 称す る 低地 と な つて いる 。 
SRAM OM He, その 噴出 順序 に 従 つ て 分 類する と 次 の と お り で ある 。 

(1) BEDS, wel fas 
) JARRE (Shine fable SR AE LS) 
) a, eR Paes 
(4) RIS (GARI SRG BER eR LH) 
) Cs, Aas, 浮 石 層 
こ ゝ で の べ る ビ ソ ライ ト は , ED (5) の 時 期 に 相当 する も の で , 三 将 火山 南西 の 灯油 
BYE CR LIS OCHS. 本 報告 で は , その 二 ・ 三 の 性 状 に つい て の べ る 。 


島根 県 工業 試 険 場 
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2. 


Pisolite の 産 状 


三瓶 火山 に 関係 し た ビ ソ ライ ト は , 邑 知 町 灯 測 邑 冬 高校 附近 で 見 出さ れる の み で , 他 に 


見 出さ れ た 例 は な い 。 こ の 附近 の 地質 は , 一 般 に 花 賠 岩 類 か ら な る 基盤 岩 体 の 上 に , =H 


大 山 の 噴出 物 が お ゝ つて いる の み で ある が , 時 と し て , 谷 に そつ て は , =A MOMENI 


ょ より 古い 段丘 堆積 物 が 
BB, 下部 火山 灰 層 , 
これ ら の うち , RST he 


bia & 
StORM, 下部 火山 灰 層 と 淫 石 


の 地点 に お ける 含 ピ ソラ イト 大 山 灰 層 の 雷 頭 は , 


見 られ る 。 探 集 地点 の 地質 は , Feb, 黒雲 ] 


BE {Gia at» 花岡 岩 質 砂 


WAR, 合 ピ ソラ イト 火山灰 層 , 上 部 火山 灰 
(ei BS COM, RUTTER EWR & PHAR 
SOM, それ ぞ れ , 不 整 合 的 な 関係 が 認め られ る 。 こ 
延長 約 13m, BS KH 1.5m OFALE 


OBL 72D TW So 


水平 に 近い 地層 で , 淡 黄 白色 の 微細 な 火山 灰 か ら な る 。 そ の 中 に , 断面 100 cm? 4h, 


平均 65 個 の 
BS. UV IA HF, UH 
い 程 度 に 凝結 し て いる 。 


kik, 同一 の も の と 考え られ る 


3. Pisolite 粒子 の 形 
状 及 び 大 き さ 


# 1 Xicmghea<, = 
PETSZEV IA bi, や 
FRR EE TZ. その 形 を 
Zigg) DAEKLOCRT 
と , 次 の よう な 結果 と な る 。 
の 語る を 1 
HTD 長 さ , 幅 , 厚 さ と する 
と , 試料 約 100 個 に つい て 求 
め た b/a, c/b の 平均 値 は , 
それ ぞ れ , 0.961, 0.845 と な 
つて で それ が 若干 偏 平 状 と な 
つた 球体 で ある 事 が わか る 。 
個々 の も の に つい て 求め た 上 
記 の 値 も , この 数 値 か ら , あ 
まり 隔 り を も た な い 。 測定 に 
当 つて は , マイ クロ メー ター 
を 使用 し て , 出来 る 限り , 正 
確 を 期し た が , BREA 小さ さく 
な る と , 技術 的 に 困難 で あぁ つ 
た の で , 上 記 の 値 は , AME 
4mm 以上 の も の に つい て 求 


° 


自 色 の 粒子 で , 指 頭 に より , 


第 1 図 pisolite $F OSM 


ビ ソ ライ ト 尊 子 が 包 信 され て いる 。 その 数 は , 多少 下部 の 方 が 多い 傾向 に 
か な り 圧 し な い 限 り 破 壊し な 
ビ ソ ライ ト を 構成 する 火山 灰 と , "マト リッ クス を 構成 する 火山 


第 2 図 pisolite 粒子 の 粒度 

{ 
25 bes 
20 ieceal | 
4 15 | 1S 
(7%) — Fes 

10 : 
| 5 | | | 5 
| = 
o~ Ly 25a aS RASH SSH 1S HIS ~ OS FS — 


jal ae 


4& (mm) 


1) Pettijohn, F.J. : Sedimentary rocks, 54~57, 1957. 
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DRAIOCHS. LL, KH 第 1 表 pisolite OD A 
観 的 に , 径 の 大 小 と 形 と の Fi = ms 0 
に は , あま り 関 係 が ある よう eres a 


- Sih 1.5> 1.08 
ST a bt 11,20 
UV FA PHF, その 偏平 eee 91.65 
aie, 地層 面 と 平行 的 関係 Bi, Hits 20.90 
に し て いる 傾向 が ある 。 4.5~ 5.5 ee 
EVIL TED 大 き さ は Poets oe 
野外 で MMIC LESfo EO 7.5~ 8.5 2.25 
結果 を 第 1 表 RU FH 2 RICA Cae OG 1.05 
す 。 HEIL, 前 記 の a MD 9.5< 0.83 
も 長い 径 で 表わさ れ て いる 。 
ee aoke eee 第 2 He 
mm 以上 6.5mm まで の も の pisolite を 構成 する 火山 灰 の 尊 度 
が 全体 の 7596 以上 も 占め て a a i bin 
Bo, 2.5mm 以下 の も の 及 粒 E (pu) | AMSA (%) 
U 6.5mm DLED*OU, A 0.73> 9.42 
ioe \ < 0.73~ 0.96 12.13 
GAZ, その 数 を 減じ TWA Be 0 96~ 1% 20 19.20 
の od 1.3 1.70~ 3.50 34.29 
FO % $,50-0 5.10 45.11 
MMC D Se 5.10~ 6.30 50.26 
“yr 6.20~ 9.00 63.61 
4. Pisolite の 鉱物 組 9.00 へ 12.8 72.69 
PRE OTE PRS BY HE 12.80~16.00 78.18 
16.00~18.80 87.00 
ピ ソ ライ ト の Snes, 18.80~23.20 88.13 
“ERE, Hype 23.20~33.30 96.42 


物質 , の 微細 な 集合 体 で , 角 
関 石 も , 稀 れ に は 含ま れる 。 
石英 , 長石 は , 角 ば つた 不 規則 な 形状 を な し , BRR, 小 柱状 の 特徴 ある 微細 片 と な つ 
て いる 場合 が 多い 。 直 璃 質物 質 は , 不 規則 細 片 と し て 含ま れ て いる 。 第 3 図 は , ビ ソ ライ ィ 
ト の 顕 役 鏡 的 組織 の 一 例 を 示す 。 この 図 で も 示さ れ て いる よう に , ビ ソ ライ ト の 内 部 構 
造 は , 外形 と 平行 的 に , 同心 円 状 に 発達 し て いる 。 即 も , 中 心 部 に お いて は , 一 般 に 大 き 
い 粒 子 が み ら れ , 外部 に ゆく に つれ て , 小さ い 粒子 で 特徴 づけ られ る 帯 か ら な つて いる 
が , な お , MRO, 内 部 より も , より 寂 な 集合 体 と な つて いる 信 向 が 認め られ る 。 そ 
の 中 に あぁ つて , 黒雲 母 の 細 片 は , 長 軸 を 同心 円 的 に 排列 せしめ て いる の が 注意 され る 。 こ 
の よう に , 各 ビ ソラ イト 粒子 は , 同心 円 的 に 発達 する 数 帯 の 構造 を も つて いる が , その 数 
は , BIL S&L Avro 


5. Pisolite £#KXt ZKWKOME 
EV 74D EMAT SKK, マト リッ クス の 部 分 の 火山 灰 に 比 し , SPICE ORME 
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第 3 pisolite の 組 繊 


+4 toy 


~ 
ne 
トー 


が 小さ い の が , 頭 復 鏡 下 で 認め られ る 。 ビ ソラ イト を 構成 する 火山 灰 の 粒度 を , SBR 
ソー タダ を 解 肛 剤 と し て , アン ドレ アン ゼン ・ ビ ペッ ト に よ つ で て 測定 し た 。 そ の 結果 を 第 2 
表 及 び 第 4 図 に 示す 。 こ れ か ら 明 ら か な 如く , 10 ミク ロン まで の 粒子 が , 全体 の 659 
DHDTHY, HO, 23 2 70VYECOMFTC, BHD 90% HK ECHL TS. = 
の 加 積 曲線 か ら 求 め た 均等 係数 (uniformity coefficient) は , 10.3 と な り , W—- AK 
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子 と は 云え な い が , MVACARI CH SAL 
6 HW H 
EV 74 be Ree CaM 
L, その 結果 を 第 3 表 に 示す 。 こ の 
値 は , 三瓶 火山 類 岩 に 似 た 傾向 を も 
OR, 多少 異な つて いる の も, BS 
その 成因 か ら , うな づか れる 。 


7. = fe 

DLE, =Pvk Wee vy 74 bo 

三 の 性 状 は る いい で 講述 C372 
が 世 品 記帳 闘 に お いい e 述 きき 膨 交 火 
山 最 末期 の 活動 は , 大 爆発 を 伴 な つ 
THM, CDOEV IA b}OAMAS 
も 暗示 され , また 逆 に 野外 調査 の 結 
Rb, それ を 裏付け て いる 。 そ の 結 


お 


om 


も 云え な い 


第 3 表 pisolite の 化学 分 析 値 


成 の 含 A 率 (%) 
SiO, 66.99 
TiO; 0.33 
Al,O, 15.83 
Fe,O, | 1eS7 
FeO 0.45 
MnO 0.27 
MgO 0.41 
CaO 0.72 
Na,O | 1.89 
K,O 2.34 
H,O(+) 6.25 
H,O(—) 2.91 
Total 99.76 


FR, HD CPA ZEMAN 7 GRA eK ET ARR, それ を 核 叉 は 中 


心 と し て 成長 し , HONE L eR PEI OK ELDCHAZ© LS OBA, HH 


を 転 つ て 大 きく 成長 し た 形跡 は 認め られ 
Mik Le ki, 火 出 原 層 中 の セ ゼ マ ツラ 


な い 。 
ト の 数 か らし て も, KUMI DS RAV HVT ZB 


散布 し て いた か が 伺え る し , と 同時 に , この よう な 状態 で は , MVD. 地表 に 落下 する ま 
で に , 充分 ピ ど ソ ライ ト が 形成 され る も の と 思わ れる 。 REO 同心 円 的 構造 は , WADA 


初 は , 大 きい 灯 山 灰 粒 子 ま で も 取入れ る 


で あぁ ろう が , 水分 が , 段々 大 山 灰 粒子 に 吸収 され 


て ゆく に つれ て , も は や , 小さ い 尊 子 し か , 取入れ 難く な つた 結果 形成 され た も の で あろ 


つて いる 理由 の 説明 と も な る と 思わ れる そる 。 


終り に 臨み , 種々 御 教示 賜 わ つ た , 立正 大 学 山口 鎌 次 先生 , 島根 大 学 西山 省 三 先生 


に , JR RL L EWS 
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中 国 西 部 に お ける 広島 花 賜 岩 中 の 岩 脈 類 


Dike rocks in the Cretaceous Hiroshima 
granite in Western Chugoku 


村 上 學 英 (Nobuhide Murakami)* 


Abstract: Several types of dike rock can be found in the Hiroshima 
granite as follows: dolerite, pyroxene-porphyrite and hornblende-porphyrite, 


lampr 


ophyre, hornblende-quartz-porphyrite, hornblende-biotite-granite- 


porphyry, biotite-granite-porphyry, fluidal micro-aplitic rock, coarse- 
grained quartz-porphyry, granophyre, felsite and felsitic quartz-porphry, 


plagio 


phyre, and pitchstone. 


In the broadly-distributed normal Hiroshima granite these dike rocks 
have sharp contacts . In the Yashiro granite which is a coarse-grained 
biotite-granite bearing porphyritic potash-feldspars, the dikes of spessartite 
and granite-porphyry are often invaded by aplite and quartz veins, and 
slightly granitized. ; 

The genetical history of the Yashiro granite is divided into the stage of 
magmatic intrusion of main body and later metasomatic replacement. 
The above-mentioned dikes must have intruded in the later metasomatic 


stage. 


The origin of these dikes are quitely unknown, but their original 


magma would be unrelated with the granite magma. 


筆者 は 
体 を 調査 
の な か つ 


tse 2 iat 
数 年 前 より 山 唱 県 か ら 広島 県 中 部 に いた る 可 成 り 広 い HMO EAE BRE 
し て いる 。 こ の MARK 種々 の 岩 脈 類 が 見 られ る が , その 中 に は 今 迄 記載 
た 様 な 岩 型 も 発見 され た 。 双 その 産 状 に も 可 成 り 興 味 あ る も の が 見 出さ れ て い 


る 。 こ の 論文 で は それ ら の 岩 脈 類 の 性 状 と 周囲 の 花 賠 岩 体 と の 関係 と を 取り 括 め て 述べ 


る 事 と す 


次 の 通 
a 


Bo な お , アプ ライ ト -・ マグ マタ イト ・ 関 長 岩 等 に つい て は 説明 を 矯 略 する 。 
2 岩 型 及び その 記載 


り ド レラ イト より 地 長 岩 に いた る 多く の 岩 型 が 知ら ちら れ て いる 。 
レラ イト 山陰 域 に 多く 特に 島根 県 南部 ~ 広 島 県 北部 に よく 見 られ る が , 山陽 


域 で は 比較 的 少な い 。 所 調 ド レラ イト 組織 で 一 般 に 斑 状 で ある 。 WG - PRADE 


成分 で 時 


に 角 阿 石 を 伴 な う 。 交 石 は 岩石 に より 成分 差 が あり , BEC 2VzZ=—50~59°, 


B=1.696~1.698, GHC 2Vz=49~56° CHAZ. MHEAIE An 37~76 の 成分 で あ 
Bo 一 般 に 変質 が 装 し く , BERMAN AI 4) - RIE - HAIL CO SZEBUB WO 
b) FRAKE~fRaW A Re RIcD 2 ¢ UB UCB BER HiaC Beda tk BR 


* 


LL AAAS a 
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第 1 図 岩 脈 中 の 主要 構成 鉱物 の 光学 性 質 


Pyroxenes / Ca 


A NT 

INT SIS NAN 

LEER 
LT I 


Me 
B ® 1.700 Biotites 
Hornblendes 
1.700 
1.690 8 ® 


2Vx bo 70 80 90 30 50 70 An% 
Plagioclase (Core Aver.) 


i. eS - APS ARR LOMZ. BES BMA ARAL SREOGEAMORE 
LORY, LAMESALOERALLS2L45S. WMA MARAE, 2Vz 
=42~ 52°. B=1.697~ 1.706, Sea — HI me <, Y=1.706 CHS. XAG 
は 少な く 次 の 2 MMMM TB Nt 551 : 2Vx=75°, B=1.666, X 三 淡 黄 , Y= 
@, Z=, Hm 251 : 2Vx=61~63°, 6=1.690~1.692, X=, Y=, Z= 
YOR, ASKMEN SAT 4} BRE - RRL DEL vo HRA MABUKT 
An 30~85 CH Zo 

c) ROBES 山陰 域 ・ 山 陽 域 共 に 各地 に 分 布 し て いる 。 中 へ ~ 細 粒 完 唱 質 で や ゝ 夷 状 の 
事 が 多い 。 録 物 組成 より みる と 殆 ん ど ス ペッ サル タイ ト に 属し て いる 。 斑 品 は 普 巡 輝 石 ・ 
spueun a . FABIA - SRAKY RY, 石 基 は 略 々 等 粒状 よ 稚 長石 に FERMI o 普 
WRG BELT 2Vz 一 49 へ 539 . B=1.692~1.700, 石 基 に ある も の は 2Vz=49~50° 
Ch Bo BAILS 2 ¢, 一 1.708。 角 了 図 石 は 交 石 を 交代 し た と 思わ れる も の が 多い os 
緑色 で 2Vx=73—78°, B=1.659—1.680, 時 に 内 核 に 無色 カミ ング トナ イト 質 の も の 
(2Vx=75° . B=1.673) が あり , 更に MIPROCKV BALE II SHO HS. GEM 
物 は この 外 バス タイ ト 化 ・ 緑 泥 石 化し RAMEE HOMBLGWo ARAL 成分 差 広 
¢, An30 へ 84 で あぁ る 。 


d) fAPYB AREY, 山陽 域 の 然 も 比較 的 南部 に よく 分 布 す る が 時 に 山陰 域 に も 見 ら 
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So bIIESHEDO LORS. GHLERAC, 褐色 へ 褐 緑色 角 関 石 (2Vx=71~ 
73°, 6=1.684~1.686) . MIEAILREE . NEG (An 14 へ 44) ORBEAL, BIG 
英 の 斑 品 を 含む 事 も ある 。 然し 変質 著しく , FARMORIEAIL - ARAOMBA EI 
遍 的 で , 中 に は 徐 長 石 が 完全 に 鮮明 な 草 長 石 に な り , 関 長 岩 質 性 状 を 量 す る も の も ある 。 

e) ARBRE EMBERS 山口 県 嘉 川 ・ 小 鱗 ・ 高 水 の 3 地域 に の み 分 布 し て いる 。 
SBRMIAAA : BREE - ARG. WRG. AEC, 熱 水 変質 を 会 り うけ て いな い 。 
その 容量 比 は 嘉 川 域 の 一 標本 で , FARE 1.2, BES 11.0, ARG 57.2, カリ 長石 7.2, 
石英 23.1, 其他 0.3 で ぁ つ た 。 一 般 に PIAS 福 ~ 緑 福 色 多 色 性 を 有 し RARE 
関 石 に 交代 され て いる 。 前 者 は 2VxX=75~84°, B=1.671~1.674, 後者 は 2x=—56~ 
58°, 8B 三 1.681~1.694 CHS. BERS 黄 褐色 で y=1.658~1.663, AAI PEC 
An 20 へ 58, 石 基 で An 20~37, カリ 長石 は HGH 2Vx=—50~52°, y=1.526 
~1.527 C550 BAO BMS MR: CHB ICME T SLL DHSS 

f) FRET 774} EUS 山口 県 佐波 域 で 見 出さ れ た BART, AMR Cit BA WHE 
岩 に 似 て いる 。 Tem MALO 石英 ・ カ リ 長 石 ・ 西 子 木 状 斜 長石 ・ 黒 雲母 より な る 石 基 中 
に , 時 に や ゝ 大 きい 半 自 形 ~ 他 形 の 石英 ・ カ リ 長 石 ・ 稚 長石 の 斑 状 結晶 が が 点 在 し て いる 。 
その 量 比 は 黒雲 母 4.6, ARG 38.2, カリ 長石 24.3, 石英 32.6, HOt 0.2 で ぁ る 。 
アプ ライ ト に 似 て いる が 更に 細 灯 で , 岩石 中 の 粒度 の 変化 る 大きく, 然 も 著しい 流 状 構造 
FEL, SARS 全て 流 理 面 に 沿い 細長 く 列 ん で いる 。 MI TFA PIES CME 
い 。 黒 圭 母 は 全く 緑 泥 石 化し Y=1.636, Beals 鮮明 で 夷 状 部 で An =16~23, 石 基 
部 で An 16~19。 カリ 長石 も 鮮明 で 2Vx=49.5°, y=1.525 CHA. 周囲 の 花 内 岩 中 
の アプ ライ ト と 異な り 和 寧ろ 文人 象 斑 岩 等 に 関係 ある も の と 考 えら れる 。 

g) 黒雲 母 花 賠 班 岩 り 正規 の 花 同 斑 岩 と いう より 石英 班 岩 に 近い 性 状 の も の で ある 。 
Bs BS VGA, 時 に MPRLIR C 斑 品 右 基 共に BSR ( 殆 ん ど 緑 泥 石 化 , y=1.646— 
1.658), #4 (An5~33), カリ 長石 (2Vx=52~59°, y=1.526) ょ より な る 。 Buk 
変質 と を よく うけ て いる 。 山陽 南部 に 多い 。 

h) eae RAGED CHRON (An3~42), 正 長石 (2Vx 人 = 
55 へ 56, 65~67°) 石英 の 班 品 を 有する も の で , 特に 正 長 石 は 淡紅 色 で 径 Som に 及ぶ 
事 が ある 。 周縁 部 は 球 長 岩 に 少 移 する 事 も ある 。 山陽 域 に 展 々 見 られ る 。 

i) 文人 象 斑 岩 ・ 文 象 質 石 英 斑 岩 及び 和 長 斑 岩 何れ も 石 基 が 文 象 質 な GREG 
で 全 地 域 に た わたり 多く 見 られ る 。 前 者 は 和 倖 長 石 ・ カ リ 長 石 ・ 石 英 の 斑 品 を 有する が , 後 
UNE BLU 少量 の カリ 長石 或いは 和 斜 長 右 の み の 斑 品 を 含む 。 ARAL EK BIET 
An5~25, カリ 長石 は 2Vx=60~64°, 黒雲 母 は 殆 ん ど 常 に 緑 泥 石化 し て いる 。 周縁 部 
WE cERACUET So 

j) BES BAER ORERUARHE 1KUCWSMBESERACH So BEM 
は 少な く , RODRONBA - GHEOATC, DY RAHD TL 7 RCA REE 
KNEE LAH) HA. 熱 水 変質 著しく 黒雲 母 は 常に 緑 泥 石化 し , 長石 類 は EE 
化し て いる 。 山口 県 大 山 の 1 標本 (Kb 183) CARA An 12 へ ~34, カリ 長石 2Vx= 


1) 広島 花 賠 岩 の 周 縁 相 , 或いは その 浅 部 相 を 示す 人 花 賠 斑 岩 と は 全く 別 の も の で 
bBo 
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56° で あぁ つた 。 h, i の 周縁 部 を な す 事 も ある 。 特 に 周縁 部 は 流 状 構 造 を な す 事 が 多い 。 
全域 に 普遍 的 で ある 。 ; 

k) 松脂 岩 山県 大 山 域 に 見 出さ れ た 巾 約 1m の 岩 脈 で ある 。 流 状 構造 を 呈し 鏡 下 
で は ガラ ス 中 に 石英 及び 長石 質 徴 品 が 散在 し て いる 。 ガ ラス の 屈折 率 は n=1.491 (+0. 
001) で ほ ゞ 。7496 SiO。 と 推定 され る 。 岩 脈 の 周縁 部 は 後期 の 熟 水 液 に より 完全 に 交代 
Sn, 白 色 の 陶土 化し , 更に その 外側 は 理化 を うけ て いる 。 

3. 載 脈 類 の 性 状 の 線 括 

1) FeV EA LSE He BARAK CHS. 

2) 一般に 巾 0.1 へ ~20m 程 の 脈 状 小岩 体 で ある が , PEE PEt 1.5x4.0km 程 
の 大 きい 岩 株 状 岩 体 も ぁ る 。 

3) 花 内 岩 体 の 中 央 部 に 少な く , BCS CATS. 

4) 酸性 か ら 塩 基 性 に わた る 種々 の 岩 型 より な り , 又 結晶 度 も ガラ ス 質 か ら 完 品質 に 
至る 種々 の も の が ある 。 

5) 岩 脈 相互 の 関係 に つい て は 接する 所 が な いた め 不明 の も の が 多い 。 現在 知ら れ て 
いる の は ドレ ライ ト を 貫く 東 長 岩 , MERC E< BRS - MIREBO ROACHES. 
し し 阿武隈" に お ける 類似 岩 脈 間 で は RMA PME RICA DNS LOH, 規則 性 は 
RO EWDINTW Ho 

6) 地域 に より 岩 型 に 差 の ある も の が ある 。 即ち もち ドレ ライ ト は 北部 に 多く , BSTC 
斑 岩 ・ 麗 岩 等 は 南部 山陽 域 に 多い 。 

7) IRD 走向 傾斜 は 花 賠 岩 中 の 節理 或いは アプ ライ ト , ペグ マタ イト の 走向 , 傾 
斜 と 一 致す る 事 が 多く , BARNS 生じ た 割 目 に 沿い 終 入 し た と 見 られ る 。 人 然し 時 に は 
全く 別 箇 の 節理 系 に 沿 つ て いる 事 が ある 。 

8) 松脂 岩 や ドレ ライ ト に 見 られ る 通り 明らか に 高温 生成 で , 附近 の アプ ライ トペ 
グマ タイ ト と 対称 的 で ある 。 KR 花 賠 斑 岩 も 褐色 角 関 石 ・ 高 温 石 英 等 を 含み , 可 成 り 高温 
の 時 期 を 経て 固 結 し た と 考え られ る 。 

4. SBRORAI BST 4B 

A Ji BR (G id 29 FR & DO BEER 
以上 の 岩 脈 類 は A < OBS AB OTE RS & BNC S, 後者 の 破片 を 挿 獲 し て いる 事 も 
ある 。 然し それ は 広く 分 布 す る 通常 の 広島 花 賜 岩 中 の 産 状 で ある 。 こ の TERE PO 
粒 ・ 等 粒状 で AER SRG 0 RA BRS 主 成 分 と し て , 百 圭 母 は 含ま れ な い 。 
その 容量 比 は 21 PRC ME: 3.6, ARG 33.0, カリ 長石 30.9, 石英 32.2, 基 の 
{th 0.2 CHS. BEES y¥=1.661~1.671, MRA An 17 へ 42, カリ 長石 は 2Vx= 
53~64° で 常に 正 長石 系 の も の で ある 。 

さて 所 調 広 島 花 賠 岩 に は この 外 に AAEM DN 限ら れ て いる が , VOLPMOBAL 
考え られ る BABS So 八代 花 賠 岩 は その 最も 良い 例 で 山口 県 東南 部 に 分 布 す る NS 
4km, EW 24 km の 小岩 体 で ある 。 こ の 大 体 中 に は スペ ッ サ ル タ イ ト ・ POSTE - 


fin 
ml 


} 


1) 大 野 勝 次 ・ 砥 川 隆二 ・ 渡 辺 岩 井 ・ 柴 田 秀臣 : 東 教 育 大 地 鉱 研究 報告 , 2, 
TRE, OBE 
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BRBSORMA SARL THOS. CHEOBIRS 明 瞳 に 周囲 の FEROS 
が , 塩基 性 岩 脈 に は 次 の 様 な 特殊 な 関係 の 見 られ る 事 が ある 。 

1) 細い アプ ライ トリ ・ GRIRSBIRE HE. (第 4 図 1)。 

2) 上述 の 関係 が な く て る も 岩 体 の 周縁 部 の 録 物 が 尊 状 化し て 変質 が 行わ れ て いる 。 

この 場合 周縁 部 で は HRA BML ROTC, 石英 ・ カ リ 長 石 を 新しく 生じ て いる 。 一 
方 有色 鉱物 は 角 関 石 ・ 黒 雲母 化す る と 共に , その 成分 も 著しく FeO, に 富む も の と な 
Drain So 

B) J (VERBORE 

IMU als 径 3~5 cm ORDA IRELEAS, その 外 黒 雲母 (y=1.659~1.661, 
※ 三 淡 黄 , YSZ=7i~ HHA (An6~38), 石英 を 主 成分 と し て , 時 に 白雲 母 ・ 
MMB St. 岩 体 中 に は 中 粒 の 白雲 母 花 同 岩 ・ 両 雲母 花 内 岩 を 伴 な う 事 も ある 。 八代 花 
aD Mi Shin Am hls 4 個 平 均 で RE 4.8, SRA 36.8, カリ 長石 24.2, 石英 
33.4, 其 の 他 0.7 で あぁ る 。 有 苦 右 中 の ヵ リ 長石 に は 次 の 様 な 性 質 が 見 られ る 。 

1) PEROVOL, ABMS 7 L Rls BOR I BORE LCS ENSLOLM 
ある 。 HAIHORMERKL, REE - ARA- DRE - ARFORRAES (AS 
する 。 一 方 後者 は その 光学 性 質 に お いて 前 者 と 大 差 の な いこ と も ある が , 度 < 光 軸 角 か , 
パー サイ ト 構 造 の 様式 等 を 豊か に し て いる 。 又 包 有 鉱物 中 の 割 有 が BRD ) RAC 連続 
し な いこ と る も 多い 。 従 つて 両者 は 生成 時 期 ・ 生 成 条 件 等 を 異 に する と 考え られ る (第 4 
図 8)。 

2) ヵ カリ 長石 は 岩 体 中 央 部 か ら 西部 に か け て の 地域 で は 正 長石 質 (2Vx=51 へ 689) 
で , (BH CILBAREE (2Vx=71~ 86°) で あぁ る 。 中 間 域 で は 両者 が 共存 し , 1 結 品 
内 で 正 長石 中 に パッ チ 状 に 徴 斜 長石 が 生じ て いる 事 が ある 。 これ は Laves?), Marmo?) 
Dii~ Cv SRI TER tL CHM LE BA RAE LEMERT UD CHS 
従 つ て その 生成 は 通常 の 広島 花 答 岩 中 の カリ 長石 より 低温 で , 緩 冷 条件 下 で 行わ れ た も の 
CHAI 

3) 岩 体 中 の カリ 長石 北 卓 の 分 布 は 可 成 り 不 規則 で , 密集 する 事 も あり , BROS 
事 も あり , 殆 ん ど 欠 ける 事 も ある 。 双 そ の 大 き さ は 岩 体 の 中 心 部 で る 周縁 部 で も 全く 変り 
が な い 。 

4) 斑 品 は 塩基 性 捕獲 岩 や 周辺 古 期 深成岩 中 に も 展 で 連続 し て 生じ て いて その 光 軸 人 角 
は これ ら の 岩 体 に 隣接 する 花 同 岩 中 の 夷 状 カリ 長石 の 光 軸 角 と 殆 ん ど 同じ で ある 。 KM 
さい ペグ マタ イト に 連続 する こと も ある 。 

5) 石 基 部 は 通常 花 賠 図 緑 岩 質 で ある が , 粗 米 花 賠 岩 質 の 事 も アプ ライ ト 質 の 事 も あ 
Bo 然し 石 基部 の 岩 型 が BROT) LOPORRA ) REOHHMBPAS Site MB 
な い 。 

以上 の 理由 か ら , 7) RABEALISTEM AL UMML EDO CI ¢, 花岡 岩 枯 分 化 の 


1) 花 賠 岸 中 の アプ ライ ト の 多く は 岩 脈 に 任 か れ て いる 。 

2) Laves, F.: Jour. Geol., 58, 548, 1950. 

3) Marmo, V. : Schweiz. Min. Petr. Mitt., 35, 105, 919559 “Am: 
Jour. Sci., 256, 360, 1958. 

4) Marmo, V.: Acta Geogr., 15, 1, 1956. 
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第 2 図 IKBIEREROW) RAD 後期 た 交代 的 に 生成 し た も の と 考え ら 
光学 性 れる 。 交代 を 行 な つ た 成分 は 深 所 より 
A ガス 或いは 熱 水 に 伴 な い 上 昇 し た と 思 
80 われ る 。 Marmo” る 同様 の 観察 を 行 
>b0 WAIN AR 
& 従っ つて 八代 花 賠 岩 は EBA” 
ro (GRE CHARM) 期 と 交代 期 と に 分 け 
LL 


られ る 。 後者 で は カリ 長石 斑 唱 の 生 
成 , アプ ライ ト ・ 石 英 脈 の 貫入 等 が 行 
a われ た 。 Eskola®), Marmo® の 述べ 
aa 70. 90.70 て いる カリ 交代 作用 も これ に 似 た 現象 
‘ LER GENS. 塩基 性 岩 脈 類 は この 交 
代 期 中 及び それ 以後 に 賃 入 し , 急冷 周 
縁 相 の 存在 する 所 か ら , ARSC 
固化 に 近い 状態 に あつ た と 見 な され る 
第 3 図 J UVEme POW) Rape ( Liseyc 
これ に 類似 し た 岩 脈 類 の 産 状 は 国内 
で は 飛 弾 り ・ 阿 武 隈 9 ・ 下 国 北部 ツ - 
広島 南部 9) 等 に お いて 報告 され て い 
る 。 そ れ ら 岩 脈 の 周囲 の 花 賠 岩 に つい 
て 調べ て 見 る と , 飛 弾 で は 野沢 9 に 
kOARAMA LBS ASENTWSo HK 
DAD Hhik Cli— ISRAEL ANT 
いる が , 何れ も 花 賠 岩 柴 進化 の 最 末 期 
DEK, ROSA) RARE 
に 彼 斜 長石 で ある 。 双 岩石 中 の アァ アルカ 
リ 量 は 屋 < 多く , IVER BORIC 
成 後期 に 交代 的 に 成分 の 供給 を うけ た 
可能 性 る 充分 に あり , 国外 で る も 類似 の 


WN 
So 


実線 : WORE the, 点線 :・ 八代 
Abia 


(ro FAA R16 U7 BD) 


1) A7TVIA SAD WY) RADA BRT S Ei BO Beh) RABE 
良く 似 て いる が , FRFSHRO DY FRG LAMY Bo 

2) 主 岩 体 は Marmo (Schweiz. Min. Petr. Mitt., 38, 19, 1958). Rey- 
nolds (Geol. Mag., 95, 378, 1958) の 考え て いる 様 に 固体 状 で の HAD WABPE 
が 考え られ る が , この 問題 に つい て は 他 の 機会 に 述べ る 。 

3) Eskola, P.: Bull. Comm. Géol. Finlande., 172, 85, 1956. 
) Marmo, V.: jit, 1958. 
5) 野沢 (2 : 地質 , 63, 601, 1957. 
6) 大野 勝 次 ・ 砥 川 隆二 ・ 渡 辺 岩 井 ・ 柴 田 秀 賢 : 前 出 , 1953. 
7) 平山 健 : 地 調 報告 , 141, 1951. 
) 吉田 博 直 : 地質 学会 西日本 支部 講演 , 1957. 
) 野沢 FR: 地質 雑 , 62, 104, 1956, 
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1: \GHEEehOT S74} ER, 2: スペ ッ サ ル タ イ ト CARAS), 
BY A FRR SIPS Bh 5 


(周縁 変質 部 ), 4 : WETembEA. 5 
流 状 懲 アプ ライ ト 質 岩 , Ome BAR DE Wo aie 
8 : 八代 花 向 岩 GERD Y EEO 包 有 物 ) 
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第 1 表 AED Em 
主 岩 HK EB 成 
| 花 内 図 緑 岩 質 花 賠 岩 質 ー ア プラ イト 質 | 
| タリ 長 右 斑 品 生 成 | 
ae Se 
TIF7A >) - BRK | 
| 塩基 性 岩 脈 | 


産 状 の 例 は G 展 、 報 告 さ れ て いる 。 

C) BIRO IR 

ERIS AE Ut HARD YRC OV COMMAS MERE NEE Cla (EMBO BRD 
(LEWD LEME BALNCWSR, 岩 柴 貫入 温度 の 点 に お いて , HMCROCWW S648 
脈 の 場合 は 説明 困難 で あぁ る 。 Dietrich” は 類似 の 玄武 岩 質 岩 脈 の 成因 に 対し て , BRS 
化 作 用 の 外 , 深部 に お いて HERO BRAT SBSE DBAS. MLINTH BA 
温度 ・ 婁 入 期 等 の 点 に お いて 説明 が つけ 難い 。 従 つて 此 辺 で 療 え て いる 岩 脈 の 場合 は , 
その 発生 源 は 良く 分 らち な い が , Thea Ld 無関係 の 岩 茜 を 考え ね ば は ば ならない 。 な お 岩 
Mepis Eskola®) の 例 で 知ら れる 様 に も つと 後期 の 貫入 体 も 混 つ て いる か る も 知れ な い 。 


Ed Ce a 


1) REEMA ICIS FU 741) - RR: BRS MBS - NE (tmses ・ 黒 雲母 
bmbes - CT 774 bie - Aes - NSS - Ra ARS - Mia S O 種 
々 の 岩 型 の 岩 脈 が 多く 見 出さ れる 。 

2) その 多く は 周り の 花 賠 岩 を 明瞭 に 買い て いる が , 八代 花 賜 岩 中 で は 逆 に アプ ライ 
ト ・ 石 英 脈 に 貫 か れ た り , 岩 脈 外 より の ガス 或いは 熱 水 液 に よる 変質 を うけ た りす る こ 
と が ある 。 

3) 八代 花 韻 岩 は 主 岩 体形 成 後 交代 作用 を うけ て 生成 され た と 考え られ , 岩 脈 類 は 交代 
期中 か それ 以後 に 貫 入 し た も の と 見 られ る 。 

4) 岩 脈 類 を 生じ た 岩 柴 は 花 答 岩 柴 と は 無関係 の も の と 考え られ え 。 


終り に この 問題 に つい て 色々 御 意 見 を 御 聞 か せい た だ いた 地質 調査 所 の 野沢 保 氏 , 
広島 大 学 の 吉田 博 直 氏 に 御礼 申し 上 げ So 


Dietmnch, RV Rn Nourse Sci) 252) 513) 1954) 
2) Eskola, P.: Tscher. Min. Petr. Mitt., Bd. 4, 329, 1954. 
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鉱物 学 及 び 結 晶 学 
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8225, メタ ミク ト 鉱 物 の 熱処理 
Lima-de-Faria, J. 

著者 が 1956 4EycHR Le VES 
法 を ユー クセ ン 石 , polymignite, イッ 
Ri グイ クレ 2 全 。 YYVATA, pyroch- 
lore HLUMRMAK OW CHA, それ 
ENO X 線 粉 末 写 真 を 撮っ つて 廻 折線 の 
ZL &LEN“ko 2-7eYG, poly- 
mignite 等 の = オブ タン タル RASH 
は , 加熱 前 は 完全 な メタ ミク ト 状 態 を 量 
し て いる が , 700°C で 3 時間 の 加熱 を 行 
な うと 面 心 立 方 相 の 廻 折線 が Bon, そ 
れ は ユー クセ ン 石 , polymignite に つい 
tix a=5.07A, fy po IVINA 
OU Cts 10.28, AeVATE に つい て 
は 5.16, pyrochlore 10.38 GHZ, = 
れ ら の 立方 相 は 恐らく EMADTROR 
化物 に 由来 する も の で あぁ ろう 3。 BAHT 
1000°C 1 時間 加 熱 す る と 上 記 立 方 相 の 三 
Sinaia X 線 粉 末 写 真 は monetite 
(HCaPO,) に 類似 し , 3.35, 3.023, 2. 
945, 2.74 A の 所 に 強い 線 が あら われ て 
いる 。 (Am. Min., 43, 1148~1956, 
1958) [長谷 川 


8226, Borborema ペグ マタ イト の 
iggy: II-Boqueirao ペグ マタ 
イト Murdoch, J. 

Boqueirao ペグ マタ イト は ブラ ジル 東 
北海 早 Rio Grande do Norte JO 南 
部 に 位置 する 緑 柱 石 一 タン タル 石 ペ グマ 
タイ ト で ある 。 Vy va, MEE, 7 
ンタ ル 石 , BH, BY 7 v HR lithio- 
phyllite Li (Fe, Mn) PO, 等 の 初生 鉱 


録 


物 と 共に 次 の 如き 多く の 含水 二 次 火 酸 塩 
鉄 物 7 ペグ ゲ マ タ イト の 中 心 部 に 産 す る 。 

variscite (Al, Fe) PO; ‘2H,0, metas- 
trengite FePO,-:2H,O, beraunite Fe, 
(OH) ¢ (PO4)4:5H,O rokbridgite Fe” 
Fe”, (OH); (PO,)3, stewartite Mn, 
(PQ,), 4H,O, hureaulite H, Mn; (P 
O4)4°-4H,O, tavarite, yc lithiophy- 
llite 上 に 薄板 状 結 晶 と し 産 す る Ca, Mn 
Oph Bt Sn we SL L ereky & Lt cha- 
vesite と 名 付け た 。chavesite の 格子 恒 
数 は ao 5.49, bo 13.07, co 5.79 A, 

@ 91°18’, (6 108°3’, y 99°44” <@ line 
と 共に 新しい 特徴 の あぁ る line FAY So 
完全 に 叉 は 僅か に メタ ミク ト 化 し て いる 
tale & 700°C で 3 DAL RBS 
に は 原 構造 の line が 僅か に 生ずる か Be 
い は 践 化 が 見 られ る 程度 の 変化 が ある 。 

1000°C 1 時 間 の 加熱 で は 9 試料 共 同様 
73 SPE 73 HIT AR ET So OD HT HR 
原 構造 に 由来 する も の と , 他 の 相 に 由来 
する も の と が ある 。 (Min. Mag., 31, 

937~942, 1958) LEAN 


8227, Dumortierite © # ¥& ¥#} 
Claringbull, G.F., Hey, M.H. 

セ ャ イロ ン 産 の 濃 赤 褐色 の 宝 右 標本 に つ 
いて され が danmortierite 2 で ある と 
を 確 め 次 の デー ター を 得 た 。 化学 分 析 の 
結果 は SiO 32.7, Al,O, 55.5, Fe,O, 
4.4, B,O, 4.9, H,O 0.4 42+ 97.9%. 
比重 3.41, 光学 的 性 質 a=1.6860 (時 
色 ), B=1.722 ( 濃 赤 褐色 ), y=1.7229 
( 福 色 ), 2V_=13°, r>v_5 Zefiz Pcmn 
CG, Ht eric 4[(Al. Fe), B Si, 
Org] を 含む 。 (Min. Mag., 31, 901~ 
907, 1958) LEAN 


a 
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8228, 合成 石綿 の 研究 ( 燈 融 体 か ら の 
BRAMBOARK) Shell, HER, 
Comeforo, J.E., Eitel, W. 


CHAD DSB ABLAMENS 
の で , BMAKO B-AOMSELT 
同様 な 方 法 で , 繊維 状 な いし ERO 
BEAMLES & 試み た 。 HRANAD 
化学 組成 は Wo-1: 2・Y5 Zs・O22・F。 で 
表わさ れ , Wik 12 HzO Na, K, Li, 
Ca &:, X jx 8 HUD Ca, Fe, Mg, Ba, 
Mn, Na 2, Y (x6 BinrD Mg, Al, Fe, 
Mn 等, Z は 4 配 位 の Si, Al, Be, B 等 
で 占め られ る 。 化学 試薬 を 夫々 の 化学 成 
SACHS TZ ESBS L, きれ る を 30cc 
ABER FV FAHY Y Depth 
An, 1200°~1400°C で HAL 7 後 除 
WIS 生成 物 は 頭 徴 鏡 お ょ び X 線 で 調 
A, 又は 化学 分 析 を 行 つ た 。130 個 の 組 
合せ に つい て の 原料 物質 , MIRE, 生 
成 物質 が 表示 され て いる 。 多く の 場合 , 
ANA & tad 多数 の 角 図 石 類 の 生成 が 
(LOWER, 雲母 類 の 生成 と 共に 確 め られ 
た 。 そ の うち 針 状 結 醒 (1cm 以下 ) と し 
て 生成 され た も の は Na を 含む も の で あ 
り , 例え ば edenite や richterite に 相 
“474 Na-Ca,-Mg;- AlSi,-O,.- Fa, 
Na-NaCa-Mg,-Siz—, Na-NaCa-Mg, 
Mn-Six—, 48¢fzD Si + Be, B CE 
換 し た Na-Ca,-Mg, Al- Be Si,—, Na- 
Cay-Mg;-B Si 一 等 で ある 。 こ れ 等 二 ・ 
三 の も の に つい て の 光学 的 性 質 や FFE 
数 等 も あたえ られ て いる 。 繊維 状 の FARA 
石 一 右 綿 一 の 合成 に は BEV } OCHS 
が , 角 了 図 石 類 の 多数 の 同形 置換 体 を 合成 
し , その 土 換 の 可能 範囲 を 明らか に し て 
いる 。 (Bureau of Mines Rept. of 
Invest., U.S. A., 5417, 1~35, 1958) 


RAID 
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岩石 学 及び 火山 学 
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8229, 北部 バシ ガン, West Kiernan 
sill Bayley, R.W. 

Michigan, Mansfield Location の 近 
くに 非常 に 厚い (平均 5000 ft., 最 厚 
6800ft.) 分 化し た metagabbro D4 
が ある 。 こ の 岩 床 は West Kiernan sill 
と 呼ば れ , 中 部 先 カ ンプ リア 紀 の 未 期 に , 
中 部 先 カ ンプ ブリ ア 紀 Hemlock forma- 
tion の 玲 積 岩 と 央 山岸 中 に BAL TH 
So BAB im situ に 於 いて 品 出 分 化 
し , 更に SiH CL, 広域 変成 作用 
を 蒙っ つて いる 。 岩 床 は その BASHA 
EMG ARMD FRO 分 帯 さ れる 。 即ち 
下部 か ら ultramafic, normal gabbro- 


ic, transitional, granophyric, meta- 
diabasic (chilled) zone。 

綱 入 後 直ちに Ba, 輝石 及び 磁 鉄 鉱 
が 上品 出し , これ ら の 重力 分 化 に よっ つて , 
ultramafic zone が 形成 され , 続い て マ 
グマ の 分 別 卓 出 作 用 に よ ょ つて normal 
gabbro が 形成 ざれ た 。 そし て で て マグマ の 
約 902% が 固 結 し た 時 期 に granophyre 
MAM X M720 

岩 床 の 北 部 は 均一 な 組織 と 塊状 を 示し , 
対流 作用 を 伴わ ず に 品 出 分 化 作 用 が 行わ 
れ た が , 南部 で は 対流 作用 を 伴い , rhy- 
thmical layering が 認め られ る 。 対流 作 
用 に する マグ マ の 上 上 昇 , 下降 は この BR 
で は , は つき り と は 観察 さき されない が) 
Skaergaard 貫入 岩 体 に な られ る と 同じ 
様 な 機構 に よ つ て rhythmical layering 
を 形成 し た も の と 思わ れる 。 

post-Animikie 造山 作用 と 変成 作用 に 
より 岩 床 は AHL, UE VEE, 緑 
色 片 岩 相 の 岩石 を 形成 し た . BRD Hat 
鉱物 は ZEW EN LO CHA ESEAICAE 
化し て いる が , AOS ZO BA AE 


{> 
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受け た の み で あり , Sn, BAO 化学 
組成 の 変化 は マゲ グマ の differentiation 
と iate deuteric alteratien D%} Hl 
れる 。 低 度 の 広域 変成 作用 に より nor- 
mal metagabbroic zone } metadia- 
basic zone は @Pi—W RAT 
—ARVEA ABC 73O TW Ho ultramafic と 
transitional zone は deuteric altera- 
tion の 影響 を 受け , 変成 作用 の 影響 は 祭 
りり 受け て いな い 。 一 方 granophyric rock 
は 殆 ん ど 変質 し て いな い 。 (Am. Jour. 
Sci., 257, 408~430, 1959) (HAI 


8230, Rb-Sr, K-A 法 に よる TERE 
Bis PO 雲母 の 絶対 年 代 Aldrich, 
L.T., Wetherill, G.W., Davis, G. 
tie Tilton, UGyR. 


アメ リカ を 始め 世界 各地 か ら 控 集 し た 
多数 の 盗 料 に つい て K-A, Rb-Sr, U- 
Pb, Th-Pb 法 に よ ょ つて 絶対 年 代 の 測定 
を 行 つ た 。 こ れ ら の 実験 か ら 次 の 様 な 事 
が 明らか に な つた 。 雲母 類 の K-A と 
Rb-Sr 年 代 は S109%6 の 誤差 で 良 で 一 
致す る 。 雲母 類 の K-A, Rb-Sr 年 代 は 
FETE AV IVEH, Yay, +X 
右 等 の U-Pb 年 代 と 良く 一 致す る 。 こ 
れ ら の SD U238_ Pp206 U235-Pp207 | 
Pb-207_ Pp?206 Th?32-Pp208 年 代 が 良 
一 致し な い 場合 ) Pb*97-Pb208 年 代 が 
K-A,, Rb-Sr 年 代 と 最も 良く 一 致す る 。 

この 研究 か ら 得 られ た 結果 に 於 いて 最 
BHU AT ZUM, T7VA, + 
ー ス トラ リア の 約 26 億 年 前 の ペグ マタ 
で ある た eo し か も る この ペグ マタ イト 
は 火山 岩 や 堆積 岩 を 功 つ て いる の で , = 
れ よ り 更 に 古い 年 代 の 岩石 が 存在 し て い 
SRLS. RRMA SHIT, アリ ゾ ナ , 
RA RA ワイ オミ 
ング の 12 OFF MBO 年 代 は いづ れ も に ほ 
ヾ 13.5 億 年 で ある あり, これら の 年代 が ほ 


EC 
作用 の 様 な 大 規模 な 運動 が 13~14 億 年 
前 に 広い 地域 に 豆 つ て 行わ れ た 事 で ある 。 
(Trans. Am. Geophy. Union, 39, 
1124~1134 , 1959) CEA 


8231, K-A, Rb-Sr skt YROH 
ンプ リア 紀 の 年 代 Polkanov, A. A., 
Gerling, E. K. 

1951 42%, K-A 法 , 1956 年 来 , Rb 
“St 法 に よ つ て 地質 絶対 年 代 の 測定 を 行 
3 OCR?z2o K-ABRCA ALE, BZ 
母 及び 人 金 雲母 を 用 い , これ を 1200°C で 
S$ 時 間 加 熱し て A SHH Lo AN 
信用 CRM 
射 了 性 ト レー サー の 適用 又は アイソ トー プ 
MRR LO THE LKR 

YUROD FED VT) THD AtoZ. 
に つい て 約 300 行なっ つた 。 年 代 は 2880 
x 10°~500 x106 年 で あり , BEOEA 
は コラ 半島 の も の で あつ た 。 叉 中生代 と 
古生代 の 岩石 は K-A 年 代 と 地質 学 的 に 
得 た 年 代 と の 間 に は 大 き な 違 で は な か つ 
zo LBLEAY TY THO CLERKS 
な 相違 が あり , 最大 10° 年 に も 達し た 。 
この 相違 は K-A PEOATEM SITE SY 
の で は な い 。 Ukraine, Korosten com- 


plex の 上 部 原生 代 rapakivi granite の 
年 代 は ジル コン 中 の 鉛 法 に よる と 1700 
x1061750x106 42, K-A #eyz ik ZL 
1660 x 108 年 , Siberia, Sludyanka の 
始 生 代 の 年 代 は K-A fe 462x108 4, 
ジル コン 中 の Pb207/Pb06 x, 450 x 108 
年 痢 モナ ズ 右 中 の Pb2%/Th282 w 500 
x108 年 で あり , これ ら 各 種 の 方 法 に よ 
つて 得 ら れ た 価 は 良く 一 致し て いる 。 
(Trans. Am. Geophy. Union, 39, 
713~715, 1959) tal 
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8132, オス ロー 地方 の BWSHO Sr 
と Ba の 分 布 Oftedal, I. 


オス ロー 地方 の = 7 噴出 岩 類 中 の Sr 
と Ba の 測定 を 半 定 量 的 に 分 光 分 析 で 行 
な つた 。 こ れ ら の 一 般 的 傾向 は 地質 学 的 
に 観察 され た 層 序 と 一 致し , ARBAB 
び こ れ に 上 類似 の 組成 の 岩石 は すべ て 比較 
的 Sr と Ba が 多く , 若い 岩石 は 次 第 に 
これ ら が 愛し く な つて いる 。 BEE] — 
ド マ ー カ イト 一 黒 圭 母 花 賠 岩 系 と エ ジ ソ 
シン クー ドド マー カイ トー エケ フラ イド 内 奈 の 
間 に は 著しい 相 異 が み ら れ , 前 者 は Sr 
と Ba は や ゝ 多い が 後者 は 殆 ん ど 含 ん で 
いな い 。 花 賠 岩 中 の Sr と Ba の 絶対 量 
は これ ら の 岩石 中 の 長石 相 に みな られ る と 
同様 に , HEHE OURO 談 化 に は あま 
り 鋭敏 で は な い 様 で ある 。 (Norsk. 
Geol. Tids., 38, 221~299, 1959) 

[青木 ] 

8133, FRBO 1957 年 の 爆発 
Corwin, G., Foster, H.L. 


硫黄 島 の 中 央 部 で 1957 年 3 月 28 日 
< こ 爆発 が 起 つ た 。 前 微 ら し いも の は は ほ と 
ん ど な し に , 地方 時 間 11 時 55 分 突然 
に 水蒸気 , 火山 奏 , 火山 岩 塊 の AHH 2S ee 
り 約 65 分 続い た 後 活動 を 中 目 し た 。 放 
出 物 は HUE DY Dis 150 74 — } ie BE 
L, JK & KANE 200 か ら 300 7 
ィ ー ト の 高 さ に 達し た 。 この 結果 直径 90 
ab 100 74 — peRxM 45 74-30 
だ 円 形 の KA BAU Po 放出 物 は 主 と し 
CAA OMAICHRML, 厚 さ は OBE 
TC 22 74 —}, 300 74 —} FI Gis 
1 イン チ で ある 。 これ ら の 放出 物 は BL 
い マ グマ か ら 供給 され た も の で は な い 。 
噴火 の 中 正 後 約 50 EPL KOE 
西方 75 74 —bOEC AR MBI EO 
CI 155 74 —p YRX 55 74 —} 
DMAMSACTZo CD MURDER Z 


い は , MAURO Bik BIS 多く の 地割れ 
や 小 断 層 が 生じ , その 移動 は 8 イン チ に 
達し た 。 こ の 島 の 他 の 地域 で は この 噴火 
の 前 後 を 通じ て 特筆 す る よう な 活動 は な 
が SS 次 

この 爆発 は 地下 に 高圧 下 で 集積 し て い 
た 水 恭 気 を お さえ て いた 圧力 が 突然 ゆる 
ん だ た めこ と 療 え られ る が その 原因 は 不明 
で あぁ る 。 恐らく は 豊島 1( ロ 932) OR5 k 
うに 地下 の 熟 流 の 分 布 が 変っ つた た めで あ 
ろう 。 し か し これ の 硫黄 島 の 火山 活動 の 
増大 を 示す る の で は な いと 老 え られ る ろ る 8 
(Am: Jour. Sci) 257, CTR 
1959) [大 沼 ] 


8234, 高圧 下 に お ける 塩基 性 結石 の 密 
度 Hughes, D.S., McQueen, R.G. 

高圧 の 下 で 塩基 性 岩石 の 刻 度 が いか に 
変化 する か を 研究 する 目的 で , BERET 
2 の 2 Ol eres 
に 750 か ら 750 キロ バー ル の 圧力 を 加 
A> 各 圧 力 に 対す る 密度 を 測定 し た 。 政 
度 の 測定 は 高 性 能 爆 発 に よ つ て 生じ な た 竹 
WER LOCH. ABE 3.0 gr 
/cc O PEWS (x 750 キロ バー ル で 密度 
5.0 gr/cc と な ), 3.25 gr/cc の ¥F 4 
ト は ば 720 キロ ペー ルル SG 4.9 gr/ec と な 
る 。 加え た 圧力 と BEOMREASZLY 
ナイ ト は 如 - 圧 に 対し て 密度 は 連続 的 に 変 
化す る が , 夷 岩 煽 は 圧力 150 キ を ロベール 
DEX AIH SHOBB AD 存在 する 。 
EDS CORAL TH RED 3.5gr/cc 
か ら 4.0 gr/cc Di PR EOC HEL, 
4.0 gr/co か ら は 再び 連続 的 に 変化 する 。 
きれ を る 1956 年 に Bullen が 提 称 し た 地 
RO 徐 度 一 圧力 曲線 と 比較 する と 低圧 で 
は ダナ イト の 曲線 が 比較 的 近く , Bullen 
の 曲線 が 破れ る 400 キロ メー ター の 点 
(LEEAO 曲線 の 破れ る 150 キロ ペー 
ル に 一 致す る 。300 キロ バー ル を 越え る 


i> 
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と Bullen OPh PL PEGASO HAR JER 
に 近似 し て 来る 。 (Am. Geophy. Uni- 
on, 39, 959~965, 1958) [大 沼 】 


8235, アフ リカ , タン ガニ イカ 地方 

Kungwe 湾 の Transcurrent 運動 の 
RAB KI る 変成 作用 Sutton, J., 
Watson, J. 

Y¥VH=4 AW REO Ubende 地方 に 
は SE-NW の 方 向 性 を 持つ 変形 岩 が 分 
布 し て いる 。 こ の 地域 に は 2 つの 構造 運 
動 の 型 すなわち , 破砕 整 と ミロ ー ナ イト 
帯 が み ら れ る 。 破砕 整 に 於 いて は 広域 的 
に 発達 し て いる 周囲 の 鉱物 組合 せよ り 低 
度 の 組合 せ の も の と な つて いる 。 ミ ロー 
ナイ ト 帯 は 二 つ の 直交 する も の が ある 。 
ミロ ー ナ イト 帯 に は 破砕 構造 を 示す ミロ 
ー ナ イト 及び それ を 欠く 細 料 の 岩石 と が 
HY, 後者 は ホル ン フ ュ ル ス 状 組織 を 示 
変形 作用 の 間 安 定 に と ど ま つ て いた 
G7 や 角 較 石 を ポー フロ ブラ スケ 
ッ ツク に 含ん で いる 。 これら の 岩石 は WB 
深部 で の 談 形 に も と ずく も ゃ ので, 運動 が 
行わ れ て いる 間 の ェ ネ ルギー が 岩石 を 熟 
し た 高度 の 局所 変位 変成 作用 に よる と い 
うこ と が 考え られ る 。 こ れ ら の 構造 は Hh 
BGI C, MAAS 如何 に 変形 する か 
の 例 で あり 地震 に よる 放出 エネ ルギー が 
地殻 を 熟す る で あろ うと いう こと を 暗示 
tBo (Jour. Geol. 67, 1~13, 
1958) CERI 
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金属 鉱床 
8236, Samreid lake 硫化 鉄鉱 床 
Friedman, G.M. 
当地 域 の 地質 は FAA, Fe ARK 
BB BBC, Es, 流 紋 岩 , 粗 面 岩 , 
安山岩 及び BREESE RS. BARE 


Deals 結晶 質 チ ャ ー ト で , 硫化 鉱物 の 
BRE Lo GK GKIN BPRS, BATT 
GAS 主体 で , 少量 の AGG, REGS, 
TPAC RU A 2—ANGKE PET So BRR 
黄 鉛 鉄 の 成因 に 関し て 1) 正常 な 黄 鉄 鉱 
& UL CHAR L 72 } OAS 後期 の 固 結 作用 に 
Bx L 高温 の 影 絡 を 蒙 り その 結果 磁 硫 鉄鉱 
に 変 つ た も の か , 2) HLS OPH AHS 
GUS CPU IEE NES ois Se A 
て 存在 し た も の が AMID -K MIO 
に より 磁 硫 鉄 鉄 化し た も の か 明らか で は 
な い が , 恐らく 局部 的 に 沈 淫 し た 水 酸 化 
GRY, HeS の 影響 に よ つ て HRM ore 
り , 次 いで post geosynclinal orogenic 
stage に 於 いて て その 1 部 が 磁 硫 鉄 鉄 に 変 
つた も の と 思わ れる 。 又 , 前 記 磁 鉄鉱 は , 
や は り 海 砲火 山 活動 部 附近 の Bete easyer 
TBR Lb OTC, その 一 部 は HS 
の 影響 に より 黄 鉄 鉱 に 変 つ た も の で あろ 
3. (Econ. Geol., 54, 268~ 284, 
1959) (Bape) 


8237, New Jersey, Sussex 州 の 
Steling Hill 重 鉛 鉱床 の 地 化学 
Metsger, RK. W.; Tennant, C: B., 
Rodda, J.L. 

Sterling Hill giz Cork Hill }y pK 
BED 接触 部 か ら 約 600 BRU RNP 
white limestone の 中 に あり , この 石灰 
Atk 5 IRD 層 厚 で 局部 的 に 昔 灰 化 作用 
EBT TCWHo GARE 明らか に 久 物 学 的 
に zoning を 有する が , 構造 上 著しく 複 
雑 な 卿 に その 分 布 は 完全 に わか ら な い 。 

各 zone を 説明 すれ ば 次 の 如く な る 。 
outer zincite zone; これ は willemite, 
tephroite, 磁性 の な い franklinite お よ 
び 局 部 的 に 大 量 の zincite より な り , BW 
光石 灰 岩 中 に 録 染 し , 又は 片 麻 岩 様 組織 
t@aL, sheet $7zix lens KERTH. 
central zincite zone; これ は 次 の black 
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willemite zone と の 接触 部 附近 に 磁性 
の ある franklinite が あり , $7: BIEe 
示さ ぬ willemite を 相 等 量 有 する 以外 , 

We outer zincite zone と 同じ で ある 。 
black willemite zone; これ は wille- 
mite 及び franklinite より な り , 前 者 
は 一 見 franklinite と 区 別 因 難 な 程 黒色 , 
CREEL AL, 共生 する tephroite る も 同 
様 で あり , franklinite は 磁性 強く , 

zincite は 存在 し な い 。 brown willemite 
zone; zincite を 含ま ない 補色 の wille- 
mite-franklinite か ら な り , 外縁 部 は 逢 
降り 模様 で , 内 部 は 片 麻央 様 組織 を 時 す 
Ao pyroxene zone; これ に は diopside, 
augite, Zn の 低い 磁性 ある franklini- 
te, biotite, garnet を と も な う 融 光石 
灰 岩 の zone と , 片 麻 岩 帯 と 鉄 石 と の 間 
に 円 筐 状 を な し , その 接触 部 で garnet, 
pyroxene, botite garnite 2, ZAK 
ICBO 6B LAR ORO 反 褒 生 
hee L CHU Pe zone D 2OIAFIS 
れる 。 franklinite zone; Zn が が 少なく 
磁性 の 強い franklinite が @yetA, 

gneiss zone ; pyoxene-hornblende- 


feldspar-mica gneiss より な り , @{(KD 


core を な す graphitic white limestone 
と pyroxene zone と の 問 に ある 。 以上 
の 他 に calamine-mud zone 2 kfK_E 348 
に 見 られ る 。 

willemite に は 緑 , as kU 黒色 の 三種 
BHO, 緑色 の も の は BCLBL, Ah 
び 黒色 の も の は franklinite を 色 裏 し , 
これ は 離 深 産物 で は な い 。 LHD YO 
は その 他 に chrysotile を る 含む 。teph- 
roite % WE ICKY EOE 変 ず る 。 
この 他 に 包 裏 物 で ある franklinite 中 に 
friedelite が 存在 し , また serpentine 
family DMB AIS Neo 

lattice dimension を magnetite と 
共に 求め る と , flanklinite \ip2.0 low 


-space の も の は 磁性 強く , 赤色 の high 
space DY OU. RRRRUALH 
料 に つい て FeO: Fe,O,, -ZnO- Fe,Oz, 
ZnO-MnO- (Fe,03)2, MnO-Fe,0, を 
見 る と lattice dimension は Mn, Zn と 
共に 増加 し , Mn の 方 が 大 で ある 。 即 ち 
lattice dimension は Fe *, Mn 
Zn + に より 決定 され る 。 franklinite の 
lattice dimension (i #8470 % Oe, wil- 
lemite 中 の 色 裏 物 で は 多少 差異 が あり , 
それ は その 化学 組成 の 差 に よる 。 こ れ 等 
OZE{E 2% willemite 中 の ferrite 
inclusion は post-ore alteration の 蛇 
紋 岩 化 作 用 の 産物 で ある 。 

生成 順序 は 始め に willemite が 品 出 
L, つぎ に franklinite RZOMFRK 
W258, tephroite は willemite を 交代 
する 。 zincite は tephroite を 含む 部 分 
DAC OMRE FT 2 この 両者 は teph- 
roite を 形成 し た Mn 深 液 が willemite 
中 の Zn を 交代 し て , FOF Zn oxide 
と し て zincite を 生 ず る 結果 と な つた 。 

包 裏 物 と し て の franklinite は wille- 
mite, tephroite 中 に 限ら れ , pyroxene 
中 に 存在 せ ず , それ 等 斑 酸 塩 鉄 物 よ り 後 
HAD 生成 物 で ある 。 そし て serpentine 
及び friedelite と 成因 的 に 関係 し , 蛇 紋 
岩 化 作用 は franklinite 包 裏 物 に 対し て 


可能 な 生成 機構 で る る 。 (Bull, Geol. 
Soc. Amer., 69, 775~788, 1958) 
[鈴木 ] 


8238, 中 部 バネ ツタ Cuyuna 地区 の 
含 チタ ン tee to Oy CT. Schmidt, 
RE 


中 部 ミネ ソ タ 州 Cuyuna 地区 を 構成 
o SMB TVUAYIVSVE RU, 
argillite - (hie - RU DEO HLA Ze HE 
Ava Kise bao Se < ERS 
受け , 変成 作用 を 蒙 つ て いる 。 堆積 岩 類 


抄 
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Vk HUE EC BH VY HK LPL 
は シル の 産 状 を 示す 。 こ れ ら 堆積 岩 中 に 
は 略 で 三 枚 の 鉄鉱 層 が 挟 在 し , Ba 
部 の も の を 主要 鉄鉱 層 , 上 部 の それ を 上 
部 鉄鉱 層 と 呼び 両者 の 垂直 距離 は 500~ 
700 5R, 稀 に は 2000 PRIZBZ:, GAB 
物 は 非 酸化 帯 で は SEGKGK - BEGRGK ・ 赤 鉄 
鉄 ・ 針 鉄鉱 ・ 酸 化 帯 , 脱色 帯 で は ferric- 
iron oxide で ある 。 主要 鉄鉱 層 の 下部 
BIS ae Ss KA TB IK EE, oR 
fi, 淡 福 色 の argillite, AU RUM: 
DY) BER b MY, OF IVER 
率 は 0.59% で あつ て 略 ょ 普通 の 粘土 質 岩 
右 と な つて いる 。 BBRBIEO EM 即ち 
新 期 岩 類 は 灰色 ・ 黒 色 ・ 緑 色 ・ 福 色 ・ 赤 
&, Ridlsl2Hhie ZF 4 argillite, #5 
Ma LHOYb}eRUVYAZROE 
部 鉄鉱 層 よ りな る が , Be -ReE- AS 
を 呈 する の は 酸化 作用 及び 脱色 作用 に よ 
る も の で ある 。 チ タン 含有 率 は ERR 
je baz 250~300 束 間 は 1.0~3.79 平 
2% CHAIL LOMDLEF IVS 
EMU, この 帯 よ り 上 部 で は BBE Y 
1.59% 平均 196 へ と チタ ン 含 有 率 が 減少 
し て いる 。 尚 , EBRRAIEO LBRO 一 部 
は 玄武 岩 質 岩 石 及び 凝灰岩 か ら 成 り , & 
武 岩 質 岩 石 が 主要 鉄鉱 層 を 直接 被覆 する 
部 分 も み ら れ る 。 “YRAOMMIE 3 期 に 
分 けら れ , 最も る 厚い も の で 250 Riz 達 
じ 和 0 化学 分 循 値 は ハワイ の 玄武 岩 の そ れ 
に 類似 し , チタ ン 含 有 率 は 1~2%, BE 
Veet 1~496 VERA OCS. BFVY 
mC LC OLRABREA, BAO 風化 分 
解 し た 破片 が 挟 雑 物 と し て 散見 する こと 
が ある 。 最後 に 上 述 の 異常 に 高い SFY 
ン 帯 の 成因 は , AMER, 叉 は 酸化 作用 
等 に 依る る も の で な く , 玄武 岩 質 岩石 及び 
Bike DO HBA 7 風化 分 解 に 帰し て い 
So 即ち 徐 こ < に 風化 せる 玄武 岩 質 岩 後 は 
他 の 新鮮 な 火山 岩 よ り 信 チタ ン 率 の 高い 


粘土 を 生じ , それ が “MO” KE LIB 
念じ て も , MEEK FY Vv eBRORY 
堆積 物 を 生じ た も の で ある ろう 。 (Econ. 
Geol., 53, 708~721, 1958) [ 折 本 


8239, AK Schwartz, G. M. 
POKZA AE, “Glossary of Geology” 
の 中 に 次 の よう に 定義 され て いる 。 即ち , 
SEES SEA & BOKER O YR t OD HA 
反 遍 か ら の 相 変 化 , また , BUOKYIRO HE 
介 に よる 物質 の 附 加 と 除去 に よ つ て 引き 
起 さ れる 岩石 の 変化 , で あぁ る 。 

熱 水 変質 に よる 母 岩 の 物 理 的 変化 は 著 
し く , 特に Dit, 孔 際 の 発達 , 組織 の 
変化 な ど が 著しい se 色 の 変化 は , 一 般 に 
KEASAO, #AZSRE, 右 英 な どの 変化 に ょ よ 
OC, RABEL OKABIC ROR, 
YER, RNA, BAVA, WEBS, 7 vr 
PAN UREA TOT Ae to 
Die LOCH AIC RABID BSo 
鉄 物 的 な 変化 は 複雑 で ある が , FERAL 
作用 は 一 般 に 起 ら な い 。 熟 水 変質 で 形成 
され る 最も 特徴 的 な SRN, FASERE, ZA 
英 , 緑 泥 右 , 硫化 物 , MOA, Bina 
AB, AEG, 方 解 石 な ど で あ る 。 
POKES 変質 し た 岩 右 の 中 に 種々 の 
成分 を 導入 する 。 BER) OK, HO, 
SiO,j°S; COg EN Cay Mey B) 
BF, Cl, Li, P, 普通 の 金属 な ど で あ る 。 
また ある 元素 は 岩石 か ら 除 去 さ れる 。 一 
般 に RD MANE 早期 の 段階 に 影 絡 し , 
YD MAY 1 後期 の ELMER Re HSB 
Bo BIKAEAO 普通 の 結果 と し て , FB 
帯状 分 布 が 生ずる 。 こ れ は , ある 一 貫 
性 は ある が , 母 岩 の 成分 と BRO MANS 
よる も の で , か な りり 複雑 で ある 。 

脈 の 場合 の 母 岩 の 変質 の 著しい 特徴 は 
脈 の 成分 に は 無関係 で ある 。 

熟 水 洛 液 は , 岩 柴 源 を BA TOBAM 
BOM, 天水 又は 吸蔵 水 が 深 液 の か なり 
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の 部 分 を 占め て いる よう に 思わ れる 。 
(Econ, Geol., 54, 161~183, 1959) 


Ca 


8240, フラ イン ラン トド 産 方 鉛 鉱 の Pb 同 
位 元 素 及 び 微 量 成 分 に よる 比較 
Vaasjoki, O., Konvo, O. 

FA ンジ ン ラ ンド の 玉吉 代 の 基 毅 は Sveco- 
fennian 造山 運動 と Karelian 造山 運動 
の 二 度 に 豆 る 造山 輪廻 を 受け て いる と 老 
ASM, 前 者 に 関係 ある 地層 は 南部 及び 
Pb 74 VAY PUBS AIL Tw So 
此 の 南部 フィ ン ラ ンド の Svecofennian 
地域 に FLO SUL PRIS 成因 的 に , 
Eskola の Orijarvi の 研究 の 結果 を 基礎 
oC BBSH, We Svecofennian 
造山 運動 と 同時 相 の 逆 入 岩 体 で ある 片 麻 
BEM KE CHS LBASNT 
来 た 。 と ころ が 最近 , MOMBASA 
され る に 従い , 此 の 見 解 に 当て は ま ら な 
い 例 が 見 出さ れ て 来 た の で , 筆者 等 は 7 
ィ ンマ ン ラ ンド 南部 の 9 つっ の 人 鉄 床 の 産 状 を 調 
査 し た 後 , 更に それ ら の 鉱床 に 普 辺 的 に 
PEELS SAIAGK EU, その 中 の Pb 同位 
元素 及び 微量 金属 元素 を 検出 する こと に 
KOT, 此 れ ら 硫化 鉱 々 床 の 生 成 時 期 と 
造山 輪廻 の 関係 を 明らか に せん と 試み 
た 。 PRB RIT SAR HO RHR, 此 等 9 鉱 
PRIX AGRI 2 つの 群 に 分 けら れ , 所 調 
Svecofennian 地域 の 6 GRPEDAENGK 
BAamY0AHO As, Sb, Bi, Sn, Cd, 
Ag SO MeRIRITRE BFA COSOIE 
比較 し , 同 地域 内 で も rapakivi 岩 体 の 
内 部 或いは その 近く に 存在 する 3 GRRE 
DF WGA BIL 殆 ん ど 微 量 人 金属 元素 を 栓 
Ho Sm LEHR Zz. M Pb ANIC 
測定 の 結果 も よく 此 れ に 一 致し , 前 者 の 
方 鎖 鉄 の 鉛 の 方 が 後者 の それ より る ゃ も 原子 
量 の 軽い も の が 多い 。 一 方 前 者 6 鉱床 の 
Pb 同位 元素 測定 結果 より 算出 し た 生成 


年 代 は , 約 1770 m. y~1820m.y で , 
別に 雲母 及び ジル コン 洗 に より 算出 し た 
Svecofennian 同時 相 の 火成岩 逆 入 時 期 
の 1790m.y と 非常 に よく 一 致し , 前 
述 の 仮説 を 裏書 き し て いる 。 然し 後者 
rapakivi 地区 の 3 SR Pb 同位 元素 
ょ より その 生成 時 代 を 推定 する と PKG 
い 時 代 と な り , 微量 金属 元素 の FARES 
HDXBADL, 此 れ ら 3 鉱床 は , Sveco- 
fennian 造山 運動 と は 関係 な く 知 か 後期 
に 異な る 供給 源 よ り も た ら さ れ た 物質 に 
ょ まり 生 成 し た と BAS SEER o WE 
の こと を 述べ た 他 に 筆者 等 は S 同位 元素 
に つい て る も 参考 意見 を 少し 述べ て いる 。 
(Econ. Geol., 54, 301~307, 1959) 
CB) 
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8241, デボン 紀 属 中 の 有機 物 Swain, 
RRM: 

ペン シル バニ ア 州 中 部 , Mt. Union 4h 
域 に 広く 分 布 す る 下部 へ ~ 中 部 デボン 紀 層 
中 の 有機 物質 に つい て 論じ た 。 研 究 対 象 
と し て 選択 し た 地層 及び 試料 は , 下位 か 
b Ridgeley 砂岩 層 (最上 部 分 1 個 ), 
Newton Hamilton formation (fa 
岩 , 灰色 石灰 質 頁 岩 , BREA, 泥 質 
AlkAO EJS 26 fH), Marcellus 黒色 貢 
岩層 (8 個 ), Mahantango formation 
(灰色 頁岩 15 個 ), Burket 黒色 頁岩 層 
(3 個 ) 等 の 頁岩 相 を 主体 と する 海 成 起 
源 の も の で ある 。 

粉 確 試料 50g を ベン ゼン 80%, メタ 
ノー ル 20% の 混 深 媒 を 用 い Soxhlet で 
8 時 間 抽 出し , 抽出 有機 物 を column 
chromatography で 飽和 炭 化 水 素 , 5 
香 族 炭化 水素 , アス ファ ルト 物質 に 分離 
Lito 抽出 源 青 物 は 0.002~0.249 で 


i> 
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Marcellus 黒色 頁岩 中 に 最も 多く 含ま れ 
て いる 。 MARCA & 芳香 族 炭 化 水素 
の 割合 は Ridgeley 砂岩 層 を 除い て 飽 
和 誠 化 水素 が 多く , 相対 的 に 上 部 層 に 向 
つて 増加 の 儲 向 が 示さ れ た 。 一 方 芳香 族 
内 化 水素 は 減少 する 。 こ の 様 な 関係 は , 

一 種 の 古 地理 学 的 意義 を 有する も の で , 

Mahantango, Burket の 頁岩 層 に 比較 
し て Marcellus 層 の 推 積 環境 は , 海水 
の 流動 携 振 の 少 な い 停 洪 的 な 水域 を 形成 
し て いた も の と 考え られ る 。 遊離 硫黄 は 
下部 層 の Newton Hamilton } Marc- 
ellus の 試料 中 に 含ま れ て いる が , 上 部 
層 の Mahantango, Burket の 頁岩 中 に 
は 一 般 に 少ない 。 こ の 様 に 硫黄 を 含有 す 
る 頁岩 層 は , また 芳香 族 と アス ファ ルト 
質 の 溶出 量 の 増加 に ょ つて 特徴 づけ られ 
て いる 。 Newton Hamilton, Mahan- 
tango DEAS 1 個 の heptane frac- 
tion に つい て vapor-phase chromato- 
graphy を 行 な つ た 結果 , 極め て 少量 で 
ある が 低 沸 点 化合 物 の 存在 が 判明 し た 。 

次 に 数 個 の 試料 に つい て 0.1 N HCl で 
4 時 間 抽 出し た も の を 水 - 飽 和 フ ェ ノ ー ル 
Get) 777 —)-: HR ok (4: 
1:5) を 用 い paper chromatography 
で 展開 し た 。 そ の 結果 Newton Hamil- 
ton, Marcellus, Burket DAB EOD Fh 
出 物 に は , 炭水化物 様 の 有機 物 が 認め ら 
れ た 。 ま た 硫酸 加水 分 解 の paper chro- 
matography で は フミ ン 酸 が 分 離さ れ , 

これ は 此 外 線 吸 収 ス ペ マク トル で 265, 

268, 271 mp に 吸収 ピー ク を 示し , ピ 
リ ジ シ 化合 物 と 考え られ る 。 こ の フミ ン 
酸 は デボン 紀 の 各 層 に 少量 な が ら 含 まれ 
て いる が (0.04~2.096), 特に 上 部 層 の 
Marcellus と Burket の 黒色 頁岩 に 最 
も 高い 洪 度 を 示し て いる 。 な お アル ギ ニ = 
ン , 放 リジン と 思わ れる Rf 値 の 低い アミ 


ノ 酸 が 少量 で ある が 認め られ た 。 こ の 様 
な 有機 物質 の 岩 相 層 序 的 な 変化 が , origi- 
nal な も の か , 堆 積 後 の 変化 に よる も の 
か 論ずる こと は 難し い が , 各 petrologic 
type に つい て 湊 青 物質 , フミ ン 酸 , そ 
の 他 の 有機 物質 を 詳細 に 究明 し て 行く こ 
tik, 堆積 学 の 発展 に 重要 な こと で ある 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
42, 2858~2891, 1958) CH 


8242, メキ シコ の Gulf 堆積 物 中 の ア 
ルカ リ 人 金属 の 生成 Welby, C.W. 

メキ シコ の Gulf の Hey 130 試料 
に つい て アル カリ 金属 の 量 を 分 光 分 析 に 
NN た NR REC 
デル カリ 9 FTRICOWC, BMLLTHE 
Ze 73 fois & 輝 緑 岩 を 使用 し , 直流 
emission spectrographic merhod で 
分 析 し た 。 MEME & HS Ale 1/8 inch 
の pure carbon 電柱 , 1/8inch の 
graphite 電極 , 3/16 inch の graphite 
em YEO. TC Na,O, K,O, Rb,O, 
Li,O, Cs,O に つい て SRE PBA AT 
TrOTto BEE L ClILHHROBSH, 75cm 
深き の 試料 , 150cm 深 さ の 試料 に 分 け て 
分 析 し た 。 Gulf の 試料 の 外 に , globi- 
gerina 00zes, Mississippi delta, V.L. 
B 試料 
Antonio 湾 , Composit (Austin chalk, 
Eagle Ford shale, Selma chalk etc.) 
試料 に つい て 比較 し た 。 一 方 示 差 熱 分 析 
で 試料 の 粘土 鉄 物 を し ら べ て , Bish 
と の 関係 に つい て る も 議論 を 加え て いる 。 
KK が 多い 堆積 物 が 僅か な が ら Rb が と 
ん で いる 。 K-Na の 上 比 は 火成岩 と 同じ 様 
な 比率 で ある 様 に 認め らち られ る 。 Li BKK 
岩 と 殆 ん ど 張 似 し た 傾向 を 有 し て いる 。 
Rb は illite を 多く 含ん で いる 堆積 物 中 
に 多く , Li は montmorillonite に と ん 
だ 堆積 物 中 に 多い 。 アル カリ 金属 は いづ 


Rockport, Texas, San 
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れる も 海 肉 か ら の 距離 に 左右 され , BM HEE 
鉱物 の 吸着 の HAVO CO BMS HE 
な ら な い 8 (Jour. Sed. Pet., 28, 431 
~452, 1958) [阿部 ] 


8243, 漂 戸 粘土 の 組成 分 析 の 方 法 と し 
て の ‘‘size factors’ Shepps, V. C. 
AOA AOA Le ~AvyVA=7 Odt 
西方 に 堆積 し て いる 涯 石 粘土 の 粒度 分 析 
VEC, その 組成 を 表現 する 場合 に 今 
迄 は , 粒度 組成 を histogram や RAH 
線 で ROTHER LENCE Ro BOM 
が 多く なれ ば 各々 に つい て 算術 平均 , 
median, 四 分 偏差 , 標準 偏差 を 一 々 計 
算 す る こと は , わり あい に 時 間 が か か り , 
試料 の 数 を 減ら すこ と は 精度 の 上 に る も 大 
い に 関 係 し て ERD SHAD HIDE Ze < 7B HR 
れ が あぁ る の で , 最も 表現 が 簡単 で あつ て , 
個々 の 試料 の 価 に 忠実 に 表現 出来 る 一 方 
HEL UTC “size factors” + #22L TH 
So 横 軸 に FELOAZPRE LY, 縦 軸 に 
砂 の 百分率 を と つて , 試料 に つい て 類 土 ・ 
MOL Fay bTHo Pilih & 縦 軸 の 各 
々 の 100% Ome 結ん で , この 対角線 
を 40 等 分 する 。 対角線 の 中 央 は 20 と 
いう 値 に な る 。 こ の 値 が size factors で 
RHO KA. 1009 の 点 は size factors 
0 LAY, 縦 軸 の 砂 1009 の 点 は size 
factors 40 と いう 点 に な る 。 座 標 の 原点 
と size factors 20 の 点 ( 砂 502, 5 
土 50% の 点 ) を HEAT, 対角線 を 40 
等 分 し た 点 よ り 平 行 線 を ひき , この RO 
間 に プ ロッ ト さ れ た な た 試料 数 を 計算 し て 漂 
Aiki. (till) の 組成 を size factors と 
料 度 数 の 分 布 を histogram に 画 く 方 潜 
で あぁ ある 。 こ の 方 法 で 求め られ た size fac- 
tors と median size の 関係 る も 非常 に よ 
い 相関 を 示し て いる 。 (Jour. Sed. 
Pet., 28, 482~485, 1958) [阿部 〕 


8244, 2 つの イラ イト 質 粘 士 の 地球 化 


“Hy McLaughlin, R.J.W. 

アメ リカ イリ ノイ 州 の 石炭 を 含む 地層 
Db PILE HEBRAIC OW TT 分 析 を 
行ない , 微量 成分 は DERI EOTEN 
ぞ れ 分 析 し た 。 Ca, Fe, Mn の 混入 が あ 
BM, これ ら を 除い て 尊 度 と 化学 成分 と 
OPA cs, 細 沙 部 に は イラ イト の 多い こ 
と が AL K, の 増加 で る わか る 1 し Si/Al 
Dib Ch HITHSES. KM Ga, Cr, V % 


Al LAU MORAN EE Y, Sr は Ca に , 


Ba は KK と 相関 し た 分 布 を し めす 。 試 
料 中 の イィ イライト の 成因 に 関し て も 可能 | 

を あげ 吟味 し , 風化 に よ つ て 生成 し , 移 
動 堆 積 す る こと が 最も 都合 が よい と 論じ 
て 環境 と し て は 半ば 陸 に 閉ざさ れ た 内 湾 
性 の 海 に 堆積 し た も の で あろ うと 推論 し 
た 。 (Geochim. et Cosmochim. Acta, 
15, 165~169, 1958) [阿部 ] 


8245, KRE HOR RM AMY 
IMosaneyi, Wales, Jehhime, jj. kvl. 

水 成 岩 の 堆積 環境 ・ 地 質 時 代 の 代表 的 
試料 の kerogen を 分 離し , 化学 人 的 物理 的 
性 質 に つい て 調べ た 。 有機 溶剤 で 抽出 し , 
可 沙 性 有機 物 を 除去 し , kerogen を 頁岩 

- AURA - FRU A 分 離す る 。 こ れ は 
BARE OMAR TC, 屈折 率 1.73~1.50, 
比重 1.51 へ 1.22 程度 , C=45~909, 
H=5~2506, 0==5 へ 459% FANE CES 
素 も 必ず 存在 す る 。C/N- ま 25~60 
で , ZB a BASHEL 72) Did SEW JE 
DIVELBE L 3720 FER ORV. BA CIE 
C が 多く , O と H が 少な い 。kerogene 
の 根 原 物質 の 相違 が C, HL,O の 化学 組成 
の 変化 を も た らし , 叉 へ プ タ ン を 加 へ 高 
温 で 水素 添加 する と 可 深 性 の 有機 物 が で 
きる が , kerogene の 組成 に よ つ て 相当 
の 差 が ある 。 (Geochim. et. Cosmo- 
chim. Acta, 15, 170~182, 1958) 


[阿部 〕 
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